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解説

 ダムディン氏は1929年まだ人民革命後まもないころオブス県ウンドゥルハンガイ郡

に生まれた。17歳のとき革命25周年記念の祭りを見るためにウランバートルに上京し

たことがきっかけとなり，経理・経営を学ぶこととなる。1950年専門学校を卒業する

と同時に，人民革命党の党中央委員会の経理を担当した。1952年から5年間モスクワ

に留学して経済学をおさめ，1958年に帰国してからは国家予算をつかさどる計画委員

会に勤める。そして1960年に若干30歳で産業大臣に就任し，以来ほぼ30年間大臣の地

位を追われることなく，モンゴル国の基幹産業を整備するという責務をまっとうした。

 首都ウランバートルに発電所を建設してインフラを整備し，つぎつぎと工場をたて

てゆく。その歴史はまさしく首都の建設史にほかならない。と同時に，それは遊牧民

が作り出す畜産物を工業製品に転換させる産業史でもあった。いわば，都市と草原は

こうした工場建設によって結びついたのである。これらの工場建設を指揮していたダ

ムディン氏は，モンゴル国の産業史を体現する人物といっても過言ではあるまい。

 インタビューは2001年8月ウランバートル市の南郊にあるホテルの一角でおこなわ

れた。電話で指定した通りの時刻に彼は首にスカーフを巻いて姿を現した。彼のこの

ファッションにはわけがある。首の具合が悪く，それはかって外遊の際に飛行機墜落

事故に遭遇し，ただ1人の生存者として生き残ったときの後遺症だ，と言う。その類

まれな才能は，同じく類まれな強運によって今日まで維持されているのだろう。

 インタビューは4時間という限られた時間を一寸も無駄にすることなく進行した。

剛毅さあふれるその口ぶりは，かつて「ナタ男」と異名をとった人らしく，厳しさを

十分に感じさせた。そしてなおかつ皮肉はたっぷり，ユーモアもあふれ，私たちを四
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六時中笑わせてくれた。4時間をほんのまばたきの一瞬に変えてしまう魔法のように，

私たちを魅了する話が繰り広げられた。

 私たち聞き手は，時おり合いの手を入れてごく簡単な質問をはさんだりもしたが，

おおむね話の筋は本人の意図によって決められていたと言ってよいだろう。時間軸は

前後にゆらぐことなく，幼少期，青年期，留学時代，大臣時代と進んでゆく。一面，

それは自分自身の出世の自慢話でもあるはずなのに，聞いていて決して嫌みはなく，

驕りもない。彼自身のなかに，自己が社会によって活かされていたという感覚が根強

いからにちがいない。

 けだし，かつては多くの人びとが個人のしあわせと社会のしあわせを重ね合わせて

1本の道にして生きることができたのだろう。時を取り戻すことは誰にもできないが，

戻らぬ時の真実を知ることはできる。

D：P．ダムディン

K：小長谷有紀

L：Lルバグワスレン

1ウランバートルまでの道のり

D：今年，モンゴルの新聞に出た「モンゴルの将来についての私見」という君の書いた

記事を読んだ。私はこの記事を春に読んだのだがね。この記事を読んで初めて君のこ

とを知るようになった。今回，君がぜひ私と会いたいと言っていると1．ルバグワスレ

ンから聞いて，もう1度読んでみた。実におもしろい記事だ。こういうふうに書いて

いるのは実に良いことだ。私は木村理子の書いた「痩せ衰えた脳」という記事も読ん

だ。あの記事もたいへんよく書けていたよ。なかには非常に嫌悪感をもった連中もい

たがね。モンゴル人を攻撃して馬鹿にしていると言うのだよg私は個人的には賛同し

ていた。もっともだよ。私たちの欠点を図星で言い当てていたよ。真実は真実のまま

に書くべきだ。彼女は君の弟子と聞いたが，そうかね？

K：いいえ。彼女はちょっときつい書き方をしたようですね。

D：私はきつい人聞なのだ。実に頑固な気質の人間だよ。君が理子と出会うことがあ

ったら，P．ダムディンさんと会った，君の書いたものを読んだ，とても感謝していた，

と言ってくれ。彼女を腹立たせるようなことを新聞に書いている者もいる。私たちを

馬鹿にしたとか，傲慢だとかね。しかし，そうではない。皆がみな，そう言っている

わけではない。多くのモンゴル人が私と同じように賛同しているのではないか，と思

うよ。

K：今回，モンゴルの新時代の歴史というテーマであなたとお話ししたいと思いまし
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た。ウランバートルの歴史はいろいろなものを建設してきた歴史ですよね。工場を建

設したあなたのお仕事について少々お話いただけますでしょうか。

D：ここに1．ルバグワスレンの書いた質問のリストがある。たくさんの質問があるな

あ。

K：1つずつ質問に答えるというわけではないのです。ご自身でその質問を展開して，

あなたの伝記のように語ってくださればいいのです。

D：経歴から始めようか？時間をひとつ言ってくれるか？詳しく話すとなると，何時

間話してもいいが。手短にというなら，数分におさめることだってできる。

K：今日の6時まで話・してもよろしいですか？

D：よいとも，よいとも。

K：それでは，あなたは何年に，どこでお生まれになったのですか？自分の幼年時代

について，父母について，学校時代のことについて，ウランバートルに何年に上京し

たか，そしてロシアに何年に留学したか，帰国してどこでどんな仕事をしていたのか

について，お占いただけますか？

D：私は君に生まれ故郷について紹介することにしよう。オブス県にウンドゥルハン

ガイという郡がある。ウランバートルからおよそ1000キロメートルのところにある。

ここは，本当に遠いところなのだよ。昔，人びとはボクド山にお参りしょうとラクダ

で隊列を組んで行ったという。往路2ヶ月，復路2ヶ月で移動していた。私たちの時

代には，少しは変わったがね。車が出ていたからね。我が県中心であるオラーンゴム

から郵便配達車が往来していたのだよ。ウンドゥルハンガイからオラーンゴムに入っ

て，そこから郵便配達車に便乗することになっているのだ。しかし，この経路は時間

と金がかかるのだ。私の父や母はウランバートル入りするときに，ザブハン県の中心

であるウリヤスタイまでラクダで移動した。私は父と母のうしろについて初めてウラ

ンバートルに来た。

L：就学のためにウランバートルに行ったのですか？

D：ちがう。私は17歳までどんな学校にだって行かなかった。牧民だった。私の父は多

くもなく，少なくもない，ほどほどの家畜をもっていた。我が家は100頭ほどのヒツジ，

10頭ほどのウシ，20掃出のウマ，5，6頭の運搬用のラクダのいる中程度の家だった。

私の父は鍛冶屋だった。非常に有名な。銀，鉄，銅，真鍮でものを作っていた。い・；）

も服のボタンや，イヤリング，指輪，錠，鞍の銀飾りを作っていた。そんなわけで，

家畜は多くないが，私たちの生活は悪くはなかった。

K：兄弟は多いのですか？

D：3人兄弟だ。兄と，私と，妹が1人。兄は兵役に行っていた。当時は，兵役期間が

3年から4年だった。ここのモンゴル人には，父母が兵役についた子どもを訪問する

というなかなかいい習慣があるのだ。兄は兵役に行って，昇進して将校になってね，
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防衛省に就職していた。

 父と母は，兵役についている息子に面会すること，首都見物，人民革命25周年記念

の見物のために私と妹の2人を連れてウランバートルにやって来た。これは1946年の

ことだ。ちょうど人民革命25周年記念がおこなわれようとしていたころだ。私たちは

いなかから4月ごろに出たのだろうな。ザブハンまでラクダで移動した。そこから車

に乗ってね。車に乗るというのは，それはたいへんだった。その当時は，車が本当に

少なかったからね。1週間に1度，郵便配達車が出るときだけ出るのだ。ウランバー

トルに行く連中は多かった。ザブハン県の中心で，かなり時間を費やしてから車に乗

ったよ。

K：どんな車が郵便配達車だったのですか？

D：“ZIS－5”というソ連製の車が走っていたよ。今では全くないがね。博：物館にある

かもしれないがね。私たちはいなかから，父と母と，それに妹と私の2人が一緒に出

てきた。ついでに，父は鍛冶屋で有名な人だったから，父がウランバートルに行くと

いうので，父の知り合いの老人が1人，これまた自分の息子に会うと言って一緒に出

発した。このほかにも，父の知り合いのザヤートという漢人が一緒についてきた。私

のいなかには2人ほど漢人がいた。父は鍛冶屋だったから，互いに協同したり，道具

などを交換したりして，一緒に仕事をするようになって，父とは結構仲が良かったの

だよ。父がウランバートルへ行くと聞いて，このポジャー（漢人）が，「私を連れて行

けよ。ウランバートルを見物させてくれよ」と言って頼んだのだな。こうして，私た

ち4人に，老人1人目，そのポジャーが付け加わった。たった1人の人間を単に乗せ

るのなら簡単だよ。だが大勢となると，たいへんだ。私たちはザブハンから1台目車に

乗り込んだ。私は，それを今でもよく覚えているよ。

 それから，私たちはツァガーン・オロムトという場所を経由した。ツァガーン・オ

ロムトという場所を知っているかい？オブス，ホブド，ゴビアルタイ，ザブハンとい

った県の中間にある交通の要所だ。ここでは車の数も少しは増えるのだ。私たちは1

台目車を頼んで乗り込んだ。私たちは6，7人だった。私たちのいなかから全部で8人

だった。8人を1台の車に乗せるなんて，それはたいへんだったよ。そんなわけで，

とても時間がかかったね。車に乗り込んでから，10晒してウランバートルに着いたと

思う。えらく悪い車でね。それにまた，そのころの運転手といったら，そりゃあ気ま

まだった。規則とか規律とか，あったものじゃない。そのころ，車を運転した人間と

いうのはね，お偉いのだよ。運転手は好きな場所で，県の中心とかにやって来ると，

お客を下ろしてしまうのだ。当人は，知り合いの家を訪ね歩いて酒を飲んだりして，

いなくなってしまう。こういうふうに，ウランバートルへは10泊して到着した。

 ウランバートルに入ると，実におもしろかった。私は建物というものを初めて見た。

私は17歳だった。兄と面会するはずだったのだが，その住所が分からなかった。私た
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ちが乗ってきた車はいなかから来た皆を降ろして置き去りにした。皆三々五々に散っ

て行った。兄弟が迎えにきていれば，その人と一緒にね。当時は，今のように，人を

迎えたり，迎えに行かせたりする連絡は何もないのだよ。私たちは降りて，お金を払

って，馬車を止めて，その上に荷物を載せて，自分たちはその上に乗って動いた。と

ってもおかしな風情だったはずだ。今も思い出すよ。第1学校（10年制）の前を移動

した。チョイバルサン元帥の公邸の脇だよ。そこで警官が止まれと言った。そのとき

警官がいたのだよ。私たちは，大きな荷物を載せた車に7人乗りで移動していたから

ね。警官は，「こんなふうに走ってはならない，降りろ」と言っているようだった。そ

れで全員降りた。その警官から防衛省の建物がどこにあるかを聞いた。今の農牧業省

を知っているかい？私たちが来たころには，そこに防衛省の事務所があった。今では

入りロに牧民と農民の2つの像があるがね，当時はその代わりに銃をもった2人の兵

士の像が立っていたよ。そこについて，父は中に入った。まもなく兄が駆け出て来て，

母に頬をよせて，それから私に頬をよせ，妹にも頬をよせた。そのころ，兄には自分

の家はなく，単身で下宿していた。ある年老いた婦人のところに住んでいた。それは

4枚壁の小さな天幕だ。私たちを連れて行くと10人くらいの人数になってね。そんな

ふうにして初めてウランバートルに来たのだ。

 私がなぜ学校に入らなかったかと言えば，1つ事情があるのだ。学校というのは最

初，夏季にだけ授業をしていた。生活を考えると，それはとても合理的なことだった。

冬季には学校の授業はなかった。夏は放牧に人の手はかからない。けれど，冬は父か

母を手伝う必要がある。私たちの郡に初めて小学校ができたころ，夏だけ授業をやっ

ていた。当時，郡役場は牧民たちの移動に伴って移動していた。郡の中心には郡長の

事務所，党委員長の事務所など5，6軒の家があった。学校は天幕2つだ。学校ができ

たてのころ，私は2週間だけ通った。私はどうもわがままな子どもだったらしくてね。

私は夏に肉や小麦粉やアメを食べるような子どもだった。乳製品が嫌いでね。どうや

ら甘やかされた子どもだったらしい。私が学校に入るとき，父は大きな袋に入ったア

メを買ってね。10kgもあったと思うのだが，校長先生にそれを渡して「校長。うちの

子どもはアメを食べないではいられなくてね。この袋からうちの子どもに1日にアメ

を2つやってください」と言って帰った。私が校長のところに昼間行くと，私に2つ

だけくれるのだ。そのアメはいろいろな種類のアメが混ざったものだった。

 そのころの学校はモンゴル天幕のなかで授業をして，机とか椅子はない。下に敷く

ものを1枚，家からもってくる。その敷物を敷いて，モンゴル服を上から被って眠る

のだ。朝起きて，そのモンゴル服を敷物に巻きつけて椅子がわりにする。そしてその

上に座る。膝の上に本を載せる。そのころ，鉛筆とか紙とかいうものはなかった。木

をカンナで削って，その上に油と墨を塗りつけてノートにするのだ。ヒツジの尻尾で

油を塗りつけて，その上に墨と馬糞を塗りつける。本当にちゃんとしたすべすべした
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ものになるのだよ。文字はその上に竹ペンで書く。竹の先端を尖らせてペンにする。

日本にはあるかね？それで書く。書いたものを消してはまたその上に書く。そういっ

たノートだった。ノートは膝の上に置いておきながら勉強する。どんな授業を教えて

いたのかな？今思うと，文字を教えていたのだろうな。それと算数と。そんな形で2

週聞勉強したよ。私は父と母が恋しくて，食べるもののことを思うとつらかった。学

校の食事といったらね，本当に不衛生でひどいもので，食事が恋しかった。私は放牧

をいつもしていた子どもだったからね。ウマを1頭見つけてひと駆けすれば，家はそ

んなに遠くないような気がしていた。行くそと思ってはいたのだが，いざ行くとなる

と，7，8歳だったから，迷ってしまうのではないかと怖かったのだ。元来，自分の近

所はよく知っていたのだがね。

 そうこうしているうちに父と兄が2心して訪ねてくれた。そして校長に会った。

「おい，調子はどうだ？」と言うのだ。そんなわけだから，私は父を見るなり泣いて

しまった。「父と一緒に帰る」と言ってね。「だめだ。お前は学校で勉強するのだ。帰

ってはならない」と言う。私は，「いや帰る」と言いはってね。「どうか校長先生のと

ころに行って休学の許可を取ってください」と頼んだ。父は郡では有名人だった。パ

ーワン職人といって，皆が尊敬していた。父は校長のところにもう1度行った。「校長。

うちの子どもは家が恋しくて，母親を恋しがっているようでね。数日休みを下さい」

と頼んだ。「授業が終わらないのに駄目ですよ。戻ってきたときにはほかの子どもは

新しいところを習ってしまっていますから」と校長は説明している。私も「絶対帰る

から」と言って，服を引っ張って泣いていた。父は「ちょっと母親に会わせて戻って

きますよ。実は母親も恋しがっているのです」と言った。「校長先生，私は14日帰って

きます」と横から私は自分で校長に言った。

 そんなふうに帰宅して，そのまま私は学校をやめた。学校なんていうものはくだら

ないと思うようになったのだ。それで，私は学校なしで育った。兄のほうは学校へ行

った。当時，第2次世界大戦が起こっていた。新文字（キリル式モンゴル文字）が教

えられ始めていた。旧モンゴル文字（ウイグル式丸文字）は私の母の兄のセレーテル

という人が教えてくれた。彼もまた牧民だった。とはいっても，読み書きのできる人

だった。彼は私が5，6歳のときに教えてくれたのだ。モンゴル国は，県に，県は郡に，

郡はバグ（行政単位）に分けられていた。私たちの県には，当時16郡があり，私たち

の郡には11バグあって，私のところは第10バグに属していた。新文字教育のために，

まず，バグに文字教室が設立された。そこで新文字で教えていたよ。私はこの教室に

出席して，二文字のイロハを習って，その後進級して，郡の学校で勉強した。当時は，

バグの長が何かを言えばそれが法律となった。バグ長が子どもを学校に行かせうとい

うので，郡の学校に行って勉強したのだ。こうして私は新文字のイロハを覚えた。兄

が夏休みに戻って来た時に，算数を教えてもらった。兄は県の中学校で勉強していた
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からね。こんな具合に読み書きを覚えた人間がウランバートルにやってきたわけだ。

 17歳だったが，あまり読み書きもできない，そのくせタバコを吸う。私は2種類の

キセルをもっていてね，1つは吸い口のついた洒落たもので，それをモンゴル靴の胴

のところに入れていた。草原で放牧に出るときは，吸い口のないキセルか，木製の上

の部分をはずして出かける。母はミシンでものをいつも縫っていたので，私にタバコ

入れケースを縫ってくれた。私は，いなかにいるときは，かなりお偉方のなかに入る。

父について，ジョンジョーに行くからね。ジョンジョーというのを知っているかい？

ジョンジョーというのはね，ナイル（お祝いの宴会）のことだ。子どもの幼毛を切る

お祝いや，新築祝いのことだ。父は郡でかなり尊敬されていた人物だったから，いつ

もよく呼ばれていたよ。時には父だけでは間に合わずに，父の代行で私も出かけて行

った。出かけて行って，そこの子どもの産毛を切ってあげる。遠い親戚や近い親戚，

それに知り合いといった違いに応じて，頭に白い筋のはいった白ヒツジなどの家畜を

くれる。ハダグ（儀礼用絹布）を捧げながらくれるのだ。父の代わりだから，私を特

別待遇してくれる。パーワンさんの息子が来たと言って大事にしてくれる。近くて親

しい親戚なら，父が自分で行く。父は大きな家畜，2歳馬，大型家畜をプレゼントし

ていた。こういうふうに教育のない，かなり粗野な人間が首都を生まれて初めて見て

いるのだよ。

 ザブハンを経由してウリヤスタイにやって来たときに，私は初めて電気というもの

を見た。1軒の家に着いて，夜になると，丸いガラスをぐるぐる回すのだ。当時はス

イッチなどというものはない。直接電球のガラスを回して，つけていたのだよ。その

ガラスを回すと，明かりもつくけれど，音も出そうな気がした。その家には丸くて黒

いものがあった。人が話をして，歌もうたっていた。それがラジオだったのだ。私た

ちの県は遠いから，発展からかなり遅れていたわけだな。ラジオや電気，電話，新聞

雑誌などはなかった。ほんのたまに新聞雑誌が入る。私がいなかにいたころは，世界

の東側はトローンで，西側はズーンハンガイで終わっているとばかり思っていた。車

だって1年にほんの時々通るくらいだ。県知事や県の党委員長の車だ。運搬用の車は

本当に少なかった。私たちは草原で轍を追いかけていったよ。何ヶ月前に通ったかは

分かったものじゃない。草原を通り抜けた轍というのはね，消えないのだよ。ウマに

乗って追いかけていくのだ。場合によっては数日前についた跡かもしれない。

 1年に1度，地方宣伝隊というのが巡回することになっていた。芸能活動や宣伝活

動，映画や音楽がみんな一緒になっているのだ。ウランバートルからこういう宣伝隊

が1年に1度巡回するのだ。私たちはその時に来た映画をすべて見る。コンサートも

ある。宣伝隊は少人数で行動している。歌う人が2急いて，映画を写す技師が1人と

いう具合だ。彼らは国の進展を謳った掲示板を出していた。展示会というのかなあ。

オルグ活動もする。こんなふうに郡で3，4日泊まっていく。彼らは引き続いて移動す
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る。春に出発して，秋に戻るという具合だったのだろうな。党や政府がそういう政策

を敢えて考え出したのだから，仕方ないがね。そのときに，私は初めてショローティ

ーン・ツェウェーンの演じる映画を見たのだよ。ショローティーン・ツェウェーンの

娘は今生きているよ。ショローティーン・ッェウェーンというのはね，モンゴルのほ

とんど最初の芸術映画だろうと思う。サイレント映画だ。時々文字が出てきて，こう

しようとしているとか，ああしようとしているとか，説明が入る。地方でそれは50ム

ングか，20ムングで興行していたと思う。草原で観るのだよ。スクリーンを屋外で広

げるのだ。年寄たちが切符を買っては屋外で座り込む。私たち子どもはそれを観る金

もないし，座って見る気もない。なんといっても金がないからね。そんなわけでウマ

に乗ってスクリーンの裏側に行って，そこに立つのだ。そこからは人の着ている服が

いつも反対側から見えるのだよ。地方の子どもというのはね，馬上から見るのだよ。

どんな映画が上映されたって全部見るのだ。地方の生活というのはこういうものだっ

た。そしてウランバートルにこういう人間が来たというわけだ。今の農牧業省がある

ところで降りた。その南側に軍幹部の住宅区域というのがあった。大きな柵があるの

だ。その内側にはたくさんの天幕が並んでいた。

2初めてのウランバートル

K：そのころ，馬車というのは中国人がやっていたのでしょうか？

D：そうだ。中国人もいたし，モンゴル人もいた。たいていは中国人だったろう。そも

そも，その当時，ウランバートルには2，3台ほどのバスがあっただろうと思う。私は

初めてバスというものにも乗ってみた。だけどたいていは馬車で移動する。馬車にも

いろいろある。荷車用の馬車もあれば，乗車用のもあれば，ごく普通の馬車もあれば，

とても洒落たものだってある。かなり豊かで能力のある奴はそれに乗って移動してい

たよ。乗るときには3トゥグルグ，あ、んまりょくないものだったら，1トゥグルグと

か，いろいろだよ。私たちはそんなものには乗らないがね。金もないし。私たち子ど

もは時々後から乗り込むわけだ。時には力ずくで乗り込んでしまう。顔を押しつけあ

う始末だよ。そうして，馬車から降りて夜になった。兄のところに行って，みんなで

泊まった。朝起きてきて，私は初めて2階建ての建物を見た。いやあ，まったく，ど

えらい高いものが見えるのだ。こうやって，上を仰いで見るのだ。

 それから，地方から来た人はね，兄弟たちに会うのだ。知り合いの同郷の人たちの

家を回る。知り合いを回るのだ。その後，市場に行く。市場というものには2つの大

きな場所がある。日用品市場と食料品市場があった。昔の百貨店，今は博物館のある

ところだが，そこに日用品市場があった。セルベ川はね，西セルベと東セルベと言わ

れていた。西セルベ，つまり今のザナバザル記念美術館の西側にはね，西の市場があ
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つた。シャル・デルグールの近くということだ。そのあたりは漢人区域なのだよ。ユ

スン・ゴダムジ（9つの街路という名の通り）とか，ウルグン・チュルーニー・タル

バイ（広大な自由の広場という名の広場）とか，おかしなものがあったのだよ。私だ

ってそれをよく知っているわけではない。そこからかなり南に行くと，今のサーカス

小屋のあるあたりに食料品市場があったのだ。私はそのころ変な子どもだったよ。い

なかの子どもがどんなものだったかと言うと，両親の後ろにピッタりついて歩くのだ。

ウランバートルに人が多いことといったら，バザルワー二（サンスクリット語でVa－

jra Pa：ni，もともと金剛手菩薩の意，「なんてこった」の意味に使われる感嘆詞），ホ

ムパド，そりゃあとても多くてね。17歳の男と言えば，いなかでは，もう妻をもらっ

てしまう年ごろだよ。それなのにウランバートルに来て，外出すると，どうも迷子に

なりそうでいけない。そんなわけで母の裾をつかむのだ。迷子にならないように，母

の裾をつかむ。立ち止まると，キセルを取り出して吸う。地面に座り込んでね。そん

なことは気にしない。例のキセルをブーツから取り出して一服する。母が歩き出すと，

それをまたもとに戻して母の民族服の裾をつかんで進んでいくのだ。いやあ，いなか

の子どもときたら，おかしなものだった。そうでもしなければ迷子になりそうでだめ

なのだ。頭がクラクラして，おかしくなってしまうのだ。そのころ，ウランバートル

にはどれくらい人がいたのだったかなあ。10万近くいたのかなあ。頭がクラクラして

ね。人がとんでもないくらい多いように感じていた。

 ウランバートルに来て間もないころに起きたことで忘れられないことが1つある。

そのころ，同郷の知り合いやら，兄弟たちのところへ訪ねると，何年ものあいだ会っ

ていないのだが，父方の兄，寝たち，という具合にいたのだよ。行った先の家でご飯

が出る。ポーズ（蒸し鮫子宮モンゴル料理）とか，ホーショール（焼藍子風モンゴル

料理）なら食べるがね。野菜料理という恐ろしいものがあったのだ。バザルワー二，

臭いったらありゃしない，家庭ではたいていジャガイモやニンジン，キャベツ，カブ

ラの入った料理を作る。その臭いといったら，なんとも言えない。まったく食べるな

んてできやしない。行った先の人たちは「食べろ。食べろ」と勧める。父とか母は食

べるのだが，私はぜんぜん食べることができずにいた。私はごく最近になるまで野菜

入りの料理なんて食べられなかった。だいたいが気持ちの悪いものだと思っていた。

あるとき，妹と2人で遊びに行ったときのことだ。みんながぶっくりした赤いものを

食べている。見ると，美味しそうだ。美味しそうに食べている。それで妹に言った。

私の下は妹だったのだ。私よりかなり年下なのだがね。「いや，この人たちの食べてい

るものは，ほら，あのリンゴというもののようだ。2人で1つ食べてみるか？」と言

ったところ，「そうしよう1」と言う。それで，1つだけその赤いものを手に取った。

1つだけ取った。私は年上だからね，妹より先に取って噛んでみたら甘ったるくて，

まずいなんてものじゃない。妹に「ほら，お前食べろ」と言って渡した。妹は一口噛．
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んで吐き出してしまった。「どうするのよ，お兄ちゃん。食べられないよ」。そうした

ら，それはトマトだったのだなあ。バザルワー二。それ以降はそういうようなものに

近づくのはよしたよ。こんなふうだったよ。

 そのころのウランバートルで目につく高い建物は，第1学校（10年制）だったよ。

第1学校の脇にはチョイバルサン元帥の公邸があった。今の師範学校の校舎は政庁だ

った。ウランバートル・ホテルの脇だよ。大学のほうはそのままそこにあった。今の

政庁はなかった。その代わりに，ブムブグル・ノゴーン（丸い緑）という名前で知ら

れていた劇場があった。その建物は40年代に火事で焼けてしまったよ。

K：その劇場に行ったことは？それはどんな感じのものだったのですか？

D：行ったよ。劇場っていうのは，そりゃ素晴らしいものに感じたよ。地方からやって

きた人間が見るとしたら，まさしくあれだよ。映画も見る。私は父と母について行く

んだ。子どもが観るのもたいへんだった。規則が厳しかったからね。子どもが観ては

いけない劇というのがあった。殺し合いとかがあるものとか，戦いがあるものとか，

愛とか恋とかいうテーマをもつ劇には子どもは入れさせなかった。普通の教育的な劇

にはいれさせるがね。私は母と父について行って，何度かその劇場に入ったよ。ブン

ブグル・ノゴーン（丸い緑）は誰の設計と言っていたか。外国人の誰かの設計だった

と言うがね。ロシア人のではなかったようだ。ドイツだったか，西ヨーロッパの誰か

ある人の設計で建てられたものだった。まあこんなふうにして，私はウランバートル

が素晴らしい場所だということを知った。来た次の日に，その高い建物を見た。

 私の兄のいた家には子どもが1払いた。私と同年代くらいのがね，その子どもにつ

いていって，鉄道というものを見に行った。鉄道というのがどういうものか私は知ら

なかった。その当時，ウランバートルの中に鉄道ができていたのだ。ナライハからウ

ランバートルまで通っていた。今私たちがいるこのあたりにセルベ橋があった。今の

橋よりも南に橋が1つ架かっていた。鉄道はちょうど今私たちがいるホテルのこのあ

たりを通って，ナライハから中央発電所のほうに走るのだ。いつも石炭を運んできて

いた。例の子どもが鉄道はこの付近にあるが，見たいか？と言うのだ。「見たい」と言

った。そんなわけで私を連れて走って行った。すると，2本細い鉄を指差して，「これ

だよ」と言う。「いや，こいつが鉄道なのか」と聞いた。「これが鉄道じゃないか」と

言う。私がどんなふうに理解していたかと言うと，幅がとても広い鉄が敷き詰めてあ

って，その上を車とか汽車とか，そのほかどんなものでも通ることができるものだと

想像していた。すると，2本の細い鉄を指差す。そんな具合に私は鉄道というものを見

たのだ。
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3入明革命25周年記念ナーダム

 それから，間もなくして人民革命25周年記念のナーダム（国家祭典）がおこなわれ

た。そのとき，私は初めてチョイバルサン元帥を見た。1946年の7月ll日にナーダム

がおこなわれた。当時は5～7日間ナーダムがおこなわれた。今では2～3日しかおこ

なわれていないがね。革命が終わって直後のころは10日間ぐらいナーダムをしていた。

こうしてナーダムに見物に行ったよ。めかしこんで行った。私の親戚に，教育を受け

たある婦人がウランバートルにいてね，そこに行って泊まったら，「ナーダムの時に

着なさい」と言って，かわいいボタンのついたシャツと，ここのあたりにボタンの付

いたズボンをくれた。それで25周年記念にめかしこんだというわけだ。私が初めてヨ

ーロッパの服を着たというのがその時だ。ブーツも革靴も手に入らなかったのだがね。

父が出かけて行って，どこからか，コンビナートかどこかだろう，店をまわって労働

用のブーツを1組買ってくれた。それを履いて，25周年に洒落こんだよ。このことは，

私の心からどうにも消えないのだ。初めてそんな服を着てみたのだからね。

 そのブーツには色なんていうものはついてない。そいつに毎朝，墨を塗るのだ。ヒ

ツジの尻尾の油を塗って，墨を塗り続けるのだ。そうしておいてから，、ちゃんとピカ

ピカになるまで磨くのだよ。夕方，脱ぐときはたいへんな代物だった。工場でそうい

うもの生産されていたのだろうな。モンゴル人の足にはまったくあわなかった。とて

も胴の部分が細くてね，下にいくとかなり余裕があるのだがね。胴がとっても細いも

のだから，胴の部分に足が入らない。入ったら今度は脱げない。当時，いなかから来

た人間には恐ろしく面倒なものだった。ノミというのがいてね。日本にも昔はノミと

いうものはいたと思うが，もう今ではこの世には存在しなくなったがね，ノミという

実に恐るべきものがいてね。飛び跳ねる。とくにいなかからやってきた玉笹を集中攻

撃する。私は足を噛まれて，夜になるとそれを掻いて，傷だらけになって，その胴の

細い靴を履いて1日中歩き回るものだから，夜脱いだときには，皮膚がひっついてい

るのだ。そんなふうにして25周年記念というのを見物した。

 あのとき，私は初めてチョイバルサン元帥を見た。とてもたくさんのメダルをつけ

た人だった。もちろん遠くから見ているのだ。近くから見る可能性なんてなかった。

いなかの連中というのは元帥をとても尊敬するものだった。チョイバルサン元帥を一

目見るというのはね，昔の革命前にボグド・ゲゲーン（活仏）を見るのと変わりない。

革命のころ，元帥を一目見ればそれでいいという感じだった。お祭りのころはたくさ

んの人と車で，ほんとに素晴らしかったよ。

 17歳の子どもと言うのはね，かなり大きいものだ。早く行って見物したくてしょう

がなかった。母や父についていったらね，先に進んでくれない。ある場所に行ったら，

それきりそこに居座ってしまう。そんなだから，「私は先に行って見てくるよ」と言っ
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た。「迷子にならないでしょうねえ」と言う。「大丈夫だよ」と応じた。私はウランバ

ートルに出て来て2ヶ月たっていたし，それにスーツもどきを手に入れて着ていたか

らね。飛び出して行ったのだよ。ウランバートルに来るとき，私はモンゴル靴を履い

て出てきた。そのまま母と父から離れて行ってしまった。いろんなものを見た。行進

も見たし，あと何があったかよく分からない。日も沈むころになった。母が見つから

ない。郡だったら，すぐさま見つけるのだがね。捜しまくっても見つからない。その，

何千人という人だかりだから母を探し出せないのだ。そんなふうにして迷ってしまっ

た。さて，どうしたものかと考えていた。そこで防衛庁を捜すことにした。当時各省

にはそれぞれ保養所というものがあった。家を建てて，そこでは省で働いている人た

ちが訪れる。そのころは実におもしろかったのだ。省で働いている人たちは，お祭り

の5，6日間をそこでよく過ごしていた。国家機関で働いている人たち，彼らの家族の

食事代は無料だ。そこでは寝泊りもできる。それで私はその晩父と母を見つけること

ができなかったので，恐がったよ。それで苦肉の策で「防衛庁はどこですか？」と人

に尋ねた。そこに行くと，軍のお偉いさんが1妬いた。その人から兄の居場所を聞い

た。自分が迷ってしまったことを伝えた。その人は兄を見つけ出してくれた。それか

ら3日間，父と母には会うことができなかった。こんな具合にして25周年記念を見物

した。

 そのころ，いなかからお祭りに来た人は通行証のようなものを持っていた。今はそ

んな許可証なんかないがね。我が郡のアナンド・パーワンが妻と子ども2人と一緒に

旅行しているのは真実であるといった意味の印鑑が押された証明書があったのだ。こ

ういう証明書をもらってウランバートルに行くと，25周年記念に合わせて，1反のダ

ーリンパをくれた。ダーリセバというのは，モンゴル服を作る半分ワタが入っている

木綿のことだ。最近では，ここではスローガンなどを書くようになって，ダーリンパ

でモンゴル服を作ることがまったくなくなってしまったようだがね。その証明書を見

ると，ダーリンパのほかにも，刻みタバコ1本とお茶1箱といったこの3つのものを

くれることになっていた。父はこういうものをくれると言うのを耳にして，私をつれ

て出かけて行ったのだ。お祭り見物とは，ものは言いようで，1日中それをもらうた

めに列に並ぶ。六百という人が列に並んでいた。朝から並んで，並んで，夕方ころ1

枚の切符をもらって店にもっていって，それを渡して，そこからお茶とタバコとダー

リンパの3つをもらっていたのだ。この3つのものをもらうというのはね，かなり大

きなことだよ。いなかだったら，そんな品物は手に入らない。第2次世界大戦が始ま

って，ソ連がモンゴルに供給していた小麦とか米とか茶とかタバコは供給されなくな

った。人に物資を援助するどころか，彼ら自身，ドイツ人たちと戦うので精一杯だっ

た。いなかにはお茶がなく，緑色の葉っぱを摘んで，それを乾かしてお茶にして飲ん

でいた。もしくは木の皮を砕いて茶にしていた。日本でもそうだったかもしれないが
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ね。庶民の昔ながらのやり方だよ。ホルガンチフと呼ばれるタデ科の植物（z麗η36λ：）を

摘んで，乾かしてタバコにする。そんなわけだから，いなかから来た人間にお茶1箱

とタバコ1箱というのはね，えらく大きなものだよ。祭りも終わって，ある日，父が

「あそこにお茶とタバコの引換券が捨てられているらしい」と言うのだ。

 そのころ，飛行場よりもこちら側の広場ではどこでもナーダムをおこなっていたの

だがね。そこでは展示場とか商店とかがたくさんあった。ちょうどそのあたりに，大

量の引換券が捨ててあると父が言う。ナーダムもすっかり終わったころだよ。2人で

そこに行って，人が捨てた引換券を拾いに行った。そこで私たちはバスと馬車に乗り

継いでヤールマクに行った。1日中こんな木の棒をつかんで，そこの建物の下のあた

りを，こんなふうにして根掘り葉掘り探してまわった。父と私2人で探したところで，

引換券なんてあるものかね。私が大臣だったころ，私の家はヤールマグ（地名）の向

こう7～8㎞先の山のなかにあった。その場所をヌフトと言う。私たちはそこで約30

年間過ごした。大臣だったころ，仕事がひけて，子どもたちを連れて，いつもそのあ

たりに行っていた。行くたびに，父と一緒にお茶とタバコの引換券を探していたこと

を思い出すのだ。それで私は子どもたちに，「お父さんはなあ，まあなんとか人民のお

かげで大臣になって，車に乗って，お前たちは私の車に乗っていい暮らしをしている。

だけどお父さんはここで，父と2人で引換券を捜しまわって1日中歩き回っていたの

だよ」といつも言っていた。そのことがずっと忘れられないでいた。そこに行くたび

にいつも思い出していた。ものが本当に少なかった時代じゃないか。

 そのころは，今の白いパンなんてものはなかった。そのかわりに黒いパンがあった。

白いパンは本当に少なかった。私は初めて白いパンを食べた。そのころ，第18店とい

って，お偉いさんたちの出入りする店があった。ある親戚の人がその店に出入りして

いた。その人が私に丸型の白いパンを買って来てくれたのだ。味もまったく違ったし，

色だってまったく違った。それほどパンは少なかった。

L：そのころ，店で売っていたものを思い出せますか？どんなものを売っていたので

すか？

D：食料品は本当に少なかったな。あるものといったら，たいていロシア製のものだ

った。砂糖はあった。日用品はそれほどたくさんなかったと思う。そういうわけだか

ら，閉まった店とか引換券があったのだろうな。高価なお茶などがあったと思う。百

貨店という高い消費者協同組合によく入っていたよ。お祭りが終わると，いなかから

来た人は帰る支度を始める。8月のちょうど今ごろだ。両親はいなかに帰るというの

で兄弟たちを訪問していた。私も，ナーダムは見たし，兄とも会ったし，満足だ。帰

ろうと思っていたのだ。
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4専門学校の予備クラス入学

 私の兄ゴンボスレンは私の人生に大きな役割を果たしたのだよ。ある日，兄は「も

うこいつは17歳にもなった。それなのに読み書きもろくにできないし，何の教育も受

けていない。小学教育も中学教育も受けていない。そんな子どもを連れて行ってどう

なる？ここの学校に入れたらどうだ？」と言う。そして私に聞くのだ。「おい，ここで

学校に入ったらどうだ？17歳というのは中学校を卒業しているくらいの年頃だ。かな

り年をくっているということだよ。兵役に行くだけでほかには何もない」と言う。私

も，この美しいネオンのともった建物があって映画もあるウランバートルに残りたい

という気持ちになっていた。けれども，母や父と離れ離れになるなんて，あんまりピ

ンとこなかった。よくよく考えて，入る学校が見つかるなら残ろうと決めた。そして

父と母に相談した。「私をここに置いていくと言ってよ。私はここに残って，なんとか

して学校に入るよ」と言った。こうして父と母と妹の3人は帰ることになり，私は残

った。

 そして兄が学校を探してくれた。しかし私を入れてくれる学校が見つからない。お

よそ出遅れているからね。入ることのできる学校を探すとたいてい小学校の1年生だ。

そんなところに17歳の男がどうしたって入れるものじゃないよ。それにタバコは吸う

し，ほとんど嫁をもらうような年齢なのだから。そういうわけで小学校に入るには年

齢が合わない。中学校に入ろうとすると，今度は小学校を卒業していないからといっ

て採用しない。唯一入ることのできる学校はテクニコム（技術専門学校）だった。テ

クニコムというのは今あるのか，無いのか。その当時，テクニコムといって，中等教

育をする学校があった。それで，何らかのテクニコムに入ろうと決心した。それでも

テクニコムでさえ，学校を卒業した人を採るのだよ。学校を卒業していないから，裏

口を使わなければならない。知り合いが必要だ。たまたま兄は同郷の人と出くわして

ね。その人は医療技術専門学校で働いている人だった。その人に「弟が学校に入るつ

もりでここに残ったら，入る学校がなくてね」と話すと，その人は「お宅の弟さんを

自分のところの学校に入れてあげよう」と言った。

 ある日，兄がとてもうれしそうな顔をしてやってきた。「お前を学校に入れること

になった」と言う。「どんな学校？」と聞いた。「医療技術専門学校だって」。「それな

ら入らないよ」と私はつっぱねた。医療技術専門学校を卒業した医者が1人我が郡に

いた。その医者といったら，しない仕事というものがない。いつも傷や病気，注射し

てばかりいるように思っていたのだ。その人のしている仕事を思い出せば，医者にな

りたい気なんてさらさら起こらなかった。実際にはいなかで有名なオチルバト医師で，

とても徳のある活動をして，地元の人びとから生きた仏として尊敬されていることを

後に知ったがね。当時，モンゴルでは伝染病がとても多かったよ。ここの人口は革命
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前には60万人，今は240万人になっているだろう？私が地方にいたころは，ソ連から大

規模な隊が来てね。全人民を1人ずつ診療して，父や母，兄，姉といった成人した人

をみんな服を脱がせて診察して，梅毒予防の注射をした。この伝染病というのは恐い

病気なのだ。モンゴル人を根こそぎ絶やしかけたよ。今では君は，モンゴルで鼻のな

い人をほとんど見かけないだろうがね。その病気にかかって鼻を落としたものだよ。

よく覚えているよ。私は子どもだったがね，私の故郷には鼻のない人がたくさんいた。

そういう病気がモンゴル中にあった。モンゴル人は絶滅の危機に瀕していたのだよ。

この病気と戦う医療隊が派遣されるようになってから2～3年のうちに撲滅されたが

ね。それでモンゴル人の健康が回復して，人口が増えたのだ。最近では，また昔の状

態に逆戻りしているようだ。私を「医療技術専門学校に入れる」と言うので，「絶対そ

こには入らない」と言ってね。「いやだ。家畜を放牧するよ。私はそれなら父と母のと

ころに戻る」と言った。すると兄は，「じゃあそれなら，別の学校を探そう」と言った。

 そうこうしているうちに兄は労働奉仕にかり出されるようになった。これはトール

川付近の材木をウランバートルに必要な分を流してくる仕事だ。あれはそんなにも大

きな川だったのだよ。筏を知っているかい？筏というのは木を組んで，水の上に浮か

べて，前方に1人，真ん中にもう1人乗って，こうやってこいでね，進んで行くのだ

よ。今では，トール川はところどころで途切れているだろう。私がウランバートルに

来た当時は，筏で通行していたのだ。私の兄はまだ若く，ちょっとしたお偉いさんだ

つたのだよ。それで防衛省で働いている者は木材調達に1ヶ月かり出されていた。筏

はね，その材木をかなり上流のほうに行って調達する。トール川を遡っていって，筏

に乗って帰ってくる。こんなふうにして材木1年分を調達していた。私は君のモンゴ

ル語の語彙を増やすのに役立っているだろう？兄はある日，「兄さんはこれから筏仕

事に行ってくることになった」と言うのだ。筏には若者たちだけが行くのだよ。兄は

若かったからね。私の学校は見つからない。兄は筏仕事に行くことになっている。兄

と私は人の家に住んだままだ。自分の住居というものがない。「さて，どうしたもの

か」と話し合った。

 兄の上官でツェデブという人がいた。今もその人は生きているがね。私は時々行っ

て挨拶するのだ。そのツェデブという人が，部長だったのかな。私はよくは知らなか

ったがね。係長だったか…。兄が私を防衛省に連れて行って，そこで上官に引き合わ

せてくれた。上官は兄を仕事で派遣しようとしているから，もちろん会ってくれた。

「上官，私はこれから労働奉仕でかり出されます。これは私の弟ですが，どうかこい

つをどこか学校に入れてやってくれませんか」と頼んだ。ツェデブ氏にこう言ったま

ま，兄は行ってしまった。

 その当時の専門学校といったら，一般教育として7年聞の教育をするところだ。8

月も終わろうとして，学校がちょうど始まろうとしていた。そんなわけで，ツェデブ
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氏とはほとんど毎日のように会う。むろん，私を省に入れるなんてことはありゃあし

ないよ。防衛省の入り口のところに行って，呼んでもらうのだ。ッェデブ上官が出て

くる。ツェデブ氏は私をこの経理専門学校にプッシュしてくれたのだ。戦争が終わっ

たころだったから，軍の偉いさんたちは，その当時，かなり大切にされていた。とこ

ろが，学校に入るとき，またもや面倒なことが起こった。ツェデブ氏は，私の学校の

学科長のタガルという人と私を引き合わせたのだがね。私は生まれて初めてブリヤー

ト人に会った。君は，ブリヤート人に会ったことがあるかね？ブリヤート人はだいへ

んなのだよ。言葉が判らないからね。いなかの人間にとつちゃあ，もっと判らないよ。

アクセントがあってね，発音も違うのだ。その人は，年も取った人だった。私は理解

できない。それでッェデブ氏から「この方は何とおっしゃっているのですか？」と尋

ねた。すると相手が怒って「モンゴル人がモンゴル語で話しているというのに，君は

なぜ判らないのか？」と言う。それで，ツェデブ氏が話をしてくれた。「この子はいな

かから来た子どもだ。ご両親はもう戻られてね。兄さんのほうは下仕事で1ヶ月間出

かけて行ってしまった。学校に入学させる件を私に任せていってね！」と話してくれ

た。すると，私のように教育を受けていない子どもがいると言う。そこらじゆうにい

ただろう。そういう子どもたちは小学校さえ卒業していないが，そのくせ学校に入り

たいと思っている。年齢もかなりいっている，と言う。するとタガル先生が「試験に

合格すれば，この子を予備学級に入れることはできる！」と言う。今，専門学校の予

備と言うと，私のところの息子はビックリするのだが，単科大学の予備学級ならある

が，それなら話は別だ。総合大学，単科大学の準備クラスというのがあるだろう？そ

れなら，また別の話だ。その当時は，専門学校にも予備学級が創設されていたのだよ。

私のような，学校教育を受けていない，いなかの子どもたちを対象にしたものなのだ

ろうな。「予備学級に入るといっても試験はする。試験に受かれば入れるが，受からな

ければおしまいだ」と先生は言っている。それで，翌々日に試験を受けることになっ

た。私は行った。試験は2科目だ。算数と国語。国語はよくある“書き取り”の試験

だ。先生が言うのを書かせるのだよ。私はさっき言ったいなかでバグの教室に通って

教わったし，その後は郡の教室にも通って教わったし，それにいなかの教室で教える

のも数ヶ月やってのけた人間だからね。悪くはないじゃないか。新文字では及第点を

取ることができた。算数のほうはかなり不得意だった。「25たす30は，いくつです

か？」「55です」って答える。「50ひく20は，30です」ってまた答える。こんなふうに

100以内の足し算引き算はよくできた。でも100以上になってくると，できない。掛け

算や割り算になると，もうさっぱりだ。「7掛ける7は？」と言えば，できない。「15

割る3は？」というのも，またできない。こんな掛算や割算になってくると，頭がク

ラクラしてくる。こんな具合に，新文字の書き取り試験で及第点の3を取った。算数

はゼロで，それは無理もないことだ。だって，小数の区別もできないのだから。小数

124



P．ダムゲイン

なんてものを私はまったく知らなかった。「試験を受けた人は，明後日来なさい。この

黒板に合格した人の名前を書きます。明後日，それを見に来るように」と言う。経理

専門学校は今あるところの向こう側にあった。翌々日，走って行ったよ。名前はまだ

出ていなかった。私はとても早く見に行ったのだ。学校に入れるものだとウキウキし

ていたからね。先生たちが集まる時間にはまだなっていないようだ。そうこうするう

ちに9時になってね。人が1人出てきて，例の黒板に名前を見ながら書きはじめた。

名前をずっと見ていたが，私の名前がない。落第が明らかになって立ち去った。

 いなかの子どもは処世術には少々長けていたと言えよう。いなかで16～17歳と言え

ば，家畜は放牧するし，家の仕事はすべてやるし，タバコも吸うし，酒も飲む。父に

次ぐ家の主人となっているのだよ。そんなわけで，処世術には少々長けていたのだよ。

それで考えてね。「試験に通らなかった。これからどうしょうかな」とね。委員長のツ

ェレン先生のところに行った。合格しなかった旨を告げてね，そのときにやっと，私

の試験結果がどんなものだったかが判ったのだよ。「そうだな，君は書き取りのほう

はいい。けれども算数のほうは，それこそ足し算と引き算をちょっと知っている程度

だ。掛算と割り算は知らないようだ。小数はまったくできないということだ。君は算

数で落ちた」と言う。つまり，私は予備科さえ合格できなかったというわけだよ。そ

ういう状況で，私には相談する兄も，ほかに親しい人聞もいない。父や母はいなかに

帰ってしまっていたから，自分でよくよく考えたのだよ。それで，先生に頼んだ。「先

生！」ってね。そのころ，先生の名前もろくに知らなかったのだよ。「私はとても遠方

から来ました。オブス県は私の故郷です。かなり遠方です。もうそろそろ冬になろう

としています。兄は筏の労働にかり出されてしまいましたし，父と母は故郷に帰って

しまいました。私は1人で他人の家にいます。お金もないし，ご飯もないし，こんな

たいへんな状態なのです。私をどうかこの学校に入れてください」と言った。すると

ツェレン先生は言う。「じゃあ，このことについて私たちは話し合ってみましょう。私

1人では決められません。試験官の先生たちと話し合ってみよう。君は明日ここへ来

なさい」と言うのだ。

 翌日までかなり長い間待ったように感じた。何とかやりすごして翌日出かけた。何

人かの先生たちが座っている。例の試験官の先生たちだよ。ッェレン先生とデジドマ

ー先生とドルマー先生とダシャー先生たちだ。「私たちは話し合った。見かけたとこ

ろ，君は利発な子どもだ。入れば勉強できるかもしれない子どもだ。もっとも，君に

はどんな準備もないからね。だから君は予備学級で半年勉強しなさい。半年というの

は1月1日からだよ。引き続き9月から半年勉強するんだ。もし半年のあいだで君の

成績が悪ければ，そのまま退学だ。そうなったら，故郷に帰るかどうするかは君が自

分で決めるのだ」。そのころ冬になっていた。ウランバートルでは冬は本当にたいへ

んなのだよ。「よく考えてごらん。さあ，故郷に帰るか，このまま入学するか」と言う。
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兄もいないし，相談する人がいなかった。それで，だめならだめで仕方ないと腹をく

くって入ってしまった。

 半年聞は，どんな援助も無しに勉強することになった。当時はとても細かかった。

学校の寄宿舎っていうものがあるだろう？寄宿舎に私は入れないと言うのだ。私自身

は寄宿舎に入るつもりだった。どうしてって，自分自身，他人の家に住んでいるし。

けれども試用期間中だから学校の宿舎には入れないと言う。寄宿舎に住まわない子ど

もには，月100トゥグルグちょっとの支給があった。食費として支給されていたんだ。

その100ちょっとトゥグルグも支給しないと言う。本当にまったくたいへんだったよ。

それでも，半年のあいだ，成績が悪くさえなければ，これをもらえることになる。1

回でも学科で悪い成績を取れば退学処分だ。ッェレン先生は，実際とても厳しい先生

でね。歴史の先生だった。

 そして私は学校に入った。すると，科目ごとに決まったノートをもって行かなけれ

ばならなかった。私はノートをたった1冊だけ持って行って，算数，国語，口頭文学，

地理，理科，という具合に，5，6時間の授業を受けた。私はあらゆる学科のものを1

冊のノートに書き込んだ。ツェレン先生はそれをよく観察していてね。「君，こんなふ

うに書いてはいけないよ。授業ごとに別々のノートに書きなさい。算数のノート，国

語のノート，地理のノート，というふうに別々でなければ。これでは駄目だ」と言う。

私は「私にはノートがありません」と言った。「じゃあ，ノートを手に入れなさい」と

言う。そのころ，ノートや鉛筆だって少なかった。ウランバートルさえ少なかった。

いなかなんか，もっとない。たいていは木製の黒板の上に書く。市場を駆け巡ってノ

ートを数回手に入れた。私もそんなふうにしてけっこう頑張った。

 そのうち兄が帰ってきてね，私が学校に入ったと知って大喜びした。私たち2人は，

あいかわらず他人の家に住んでいた。兄は「これから先こんな調子ではだめだ。家を

手に入れる」としょっちゅう口にしていた。兄はまだ妻をもらっていなかった。軍と

いうところは物資が豊富なところだった。軍関係者の物資供給所という特別な機関が

あったのだ。そこが兄に家を1軒支給した。それから，私たちはその家に独立して暮

らすようになった。

 私はずっと学校に通っていた。経理専門学校の予備学級だよ。お昼に戻ってきて，

兄の昼食の準備をする。それに，私たちのところには，同郷の人たちが4～5入来てい

た。モンゴル人というのはね，本当におもしろいよ。知り合いが1人でもいればね，

具体的に言うと，私がルバグワスレンのところに転がり込むのだよ。食事もそこです

る。金などまったく払わない。時々，自分で肉とか食料品を買ってくる。ご飯をそこ

で食べ続けているのだ。私の家には故郷からやって来た人が4～5人と私たち2人を

合わせて，5～6人になる。私は基本的に彼らの食事係だったと言える。食事を作り，

燃料も調達してくる。そのあとで勉強する。私には机とか椅子とかいうものはない。
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傾いた椅子のようなものが1脚と，ちっぽけな机のようなものが1つあっただけだ。

 そのころ，私たちがどうやって生活していたかと言えば，軍からもらうものがかな

りたくさんあった。私の兄は中尉になっていた。当時，軍のお偉方は1日に1kgの肉

が支給されていたから，1ヶ月に30kgをもらっていた。1日あたり500gの小麦粉と，調

味料は，塩から胡椒から，実際，支給されないものなどない。靴クリームまで支給さ

れていたよ。私たち10人近くの人間はね，それで食っていたのだ。私は軍の販売店に

それらを買いに行って列に並ぶ。そして，そこの肉や小麦で食事を作って生活してい

た。

 ウランバートルの冬はいなかとは違って，とてもたいへんなのだよ。いなかだった

ら，天幕の覆いをちゃんと二重にして暖かくする。私のところは本当にちゃんとして

いたよ。それが，ここときたら，兄と私は一重の覆いしかない天幕にいたからね。冬

季の問，ウランバートル人たちは床を暖房して，天幕の覆いをちゃんと暖かくする。

私のうちでは一重の覆いだったから，朝起きると戸ロの強面とか壁の脇から雪が中に

入ってきて雪が積もってしまう。電気コンロが無くてね，鉄のかまどが1つだけで，

しかも湿った燃料で，本当に参ったよ。私の服もろくでもなくて，夏にここに来たと

きのままだから身体をかなり悪くしてね。肺を悪くして，熱を出して赤い顔をしてい

たよ。1枚きりの白いシャツの上から綿入りのジャンパー，綿入り上着があった。そ

れを着て，ズボンという長ったらしいものを履く。私はとても小柄だったから，ズボ

ンの裾が引きずっている。そのころ，モンゴル人たちはズボンをいつもそんなふうに

履いていたよ。洋服をこんなふうにして，なめし革のブーツの外側に出す。私の綿入

りのズボンは，なめし革：の靴の外側に出している。私の身体は本当に小さかったから

ね。その冬，身体が本当に凍ったよ。夜，さっき話した人たちのご飯を用意してあげ

る。9～10時になると，この人たちは寝る。私は勉強して，夜の11～12時くらいになっ

てようやく寝る。

 それでなんとか半年の成績が出ると優でね。すべての科目で優を取った。それから

というもの，私は経理専門学校で4年間ずっと優で通したよ。学級委員にもなったし，

そのあとは，学生委員会長にもなったし青年同盟の支部長にもなった。4年聞勉強し

た。本当だったら，3年間だがね，予備科が1年だったから。私は1946年に入学して

1950年に卒業した。私が学校にいたころ，先生たちはまだ若くてね，本当にモンゴル

でも最高の教育者たちだったよ。最終的に彼らは60年代から70年代にみな功労教員に

なったのだからね。私の試験官だった入試委員長のツェレン先生はモンゴル国の功労

教：員になったし，ドルマー先生，この先生は数学の先生だったが，功労教員になった

し，デジドマー先生もだ。こういつた大物の教育者たちは，単に勉強だけではなく，

地方から入ってきた私たち子どもの面倒も見ていた。私の予備科には20人ほどの学生

がいた。私のように学校にちゃんと行っていなかった子どもたちの学級だったのだろ

127



うな。私をそうした先生たちが採ろうと言って採った。本来なら予備学級には15歳以

上の子どもを採らないはずなのだがね。私はと言えば，17歳になっていたじゃないか。

だから，基本的に年が2つもオーバーしてしまっているのだよ。17歳なら採らないと

先生は言ったのだ。私はそこで先生に頼んだのだよ。「先生，私を14歳として登録して

ください」とね。私はね，小柄だったから，15歳といっても通用したのだな。そんな

ふうにして，入学したわけだ。

 そこで勉強しているとき，先生たちは学科を教えるだけじゃなくて，文化の何たる

かを教えてくれたよ。私たちが勉強しているとき，半年ごとの試験と四半期ごとの試

験があった。3ヶ日ごとに1回試験があって休みに入るのだ。ちょうど休みに入るこ

ろ，私の学校では外出禁止をする。ウランバートルに病気が発生したと言って外に出

さないのだよ。外にいる子どもは中には入れないし，中にいる者は外に出さない。あ

とで聞いた話だが，先生たちは子どもたちが面倒ごとに巻き込まれないように，外を

ぶらっかせないようにして，校内で1日2回映画を見せる。食事がよかったから，子

、どもたちが16日間の休暇中，今日のような問題ごとは起こらない。そのころ，私たち

は知らないものだから，病気が出たとばかり思っている。かなりあとになって，上級

クラスに進学してからやっと，先生たちは病気が発生したと作り話をしていたことに

気がついた。先生たちは私たちがどうやって困難を克服するかということを教えてく

れていたのだ。

 1994年に，この学校の創立70周年記念がおこなわれた。私たち卒業生が集まってね。

それまでだって，いつもよく集まるのだがね。集まった人たちでいっぱいだった。私

は，予め話をしてくれとは言われていなかった。ところが当日いきなり，思い出を話

してくれと言われてね。私はそこで，さっき君たちに話したことを言ったのだ。私が

どんなふうにいなかから出てきたか，それから学校を卒業して，ソ連に留学して，戻

ってきて，党政府の幹部に入って勤務したのは，私が優れていたからじゃない。これ

は，学校で庶民の子どもたちを育て上げた立派な教育者がいたからこその功績なのだ，

と言った。私はそういう学校で，そういうふうにして勉強したのだよ。こんな具合に，

ウランバートルに上京してきた時代も終わるのだ。

 君が私から聞いたり確認したりするこどがあれば，すぐさま聞かなければいけない

よ。私は君の書いた記事を読んだことがある。君はモンゴルやモンゴル人の生活と環

境を研究している学者さんだ。だから，確認したいことがあるなら，遠慮なく聞いて

くれ。私を招いてこんなふうに会って話をしているというのが，私にはとても嬉しい

のだよ。

K：こちらこそたいへん興味深いお話をしてくださって，ありがとうございます。

D：私の話している事柄は，君の興味と一致しているかね？私はルバグワスレンを知

らなかったがね。私の家をどうやって見つけ出したのかね？扉の’ところにメモが残し
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てあった。「日本から来た学者が貴殿と会いたいそうです！」と書いてあった。私はル

バグワスレンに，「君は私がその学者に会おうと言わない限り，何度も何度も来て私

と会おうとするだろうよ。どうするつもりだ？」と言った。君が私を呼んで，会って

くれているのは嬉しいし，感謝もしている。君はモンゴルのために頑張ってくれてい

るし，これからもぞうしてくれるだろう人だから，尋ねたいことがあれば，恥ずかし

がったり，気に病んだりする必要はない。私は自分の考えたことを自分流に話すだけ

だ。私の思ってきたことは，正しいかもしれない・し，まちがっているかもしれない。

あるいはまちがっている部分があるかもしれない。それは別の話だ。そういう問題が

あれば，気にしないで聞いてくれ。さあ，それでほかにどういうことを話そうか？

5党中央委員会に就職

K：学校を卒業して，その後どうされたのですか？ソ連に行かれましたか？

D：ソ連に行く前に，私は就職したのだよ。

K：そのことについて話してください。

D：私は学校を「予算：会計」という専門で卒業したのだ。学校を卒業して，党中央委員

会に入った。私の人生も結構おもしろいのだよ。私は国の仕事をし始めるとき，党中

央委員会からスタートして，そしてそこで退職した。50年代に学校を卒業して党中央

委員会の会計課で働いた。その前は，まず大蔵省に入った。私の学校というのはね，

大蔵省の管轄下にあったのだ。私が入るころは会計専門学校と言っていたが。その後，

会計経済専門学校になった。学校を卒業してから，大蔵省の会計監査局というところ

で監査役になった。いいかい？そのころ，産業コンビナートが監査されていた。そこ

の監査が終わりかけていたころだった，そこでは1ヶ月近く働いていたと思う。ある

日，突然，大蔵省が私を呼んだのだ。

K：その省は，どこにあったのですか？

D：今の大蔵省がある建物にあった。そこには国立銀行もある。それからゴロムト銀

行もね。以前は，あそこの下は銀行で，上は省になっていたのだ。呼ばれるままに行

くと，「党中央委員会のところへ行け。そこが君を呼んでいる」と言われた。私は在学

中の1949年にモンゴル人民革命党に入党したのだ。党のメンバーを党中央委員会が呼

びつけているのだから，回る回る行くのだよ。「何かしでかしたのだろうか，何があっ

たのだろう。どうしたのだろうな」と考えていた。行ってみると，「党中央委員の会計

課長のナンザドという人物に会え」と言う。その人は感じの良い人だったね。私と少

しばかり話をした。私にはかなり年を取った人のように見えていたように思う。今の

私の年齢を考えれば，だんぜん若かったがね。きっと40何歳くらいの人だったのだろ

うな。それから，「君をここで使うつもりだが，来るかね？」と言う。党員を党の中央
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委員会の会計課が雇うと言っているのに，行かないなどということはないだろう？そ

れで，私を会計課の「帳簿係」にしたというわけだ。帳簿係というのはね，一番下の

地位なのだよ。私と一緒に学校を卒業した連中は会計士になった。人に尋ねられて答

えるのがたいへんだったよ。「君はそこで何をしているのか？」と聞かれると，「帳簿

係」と答えるのが気恥ずかしくって，「会計のところにいてね…」とだけ言っていた。

帳簿係というのは，今あるのかないのか知らないがね。これは一番下の仕事だよ。雑

用ということだよ。その上司は賢い人だったからね。学校を卒業したばかりの人間を

研修させていたのだろう。その上司のいる課には，もう1人置党員である会計士がい

た。こんなふうにして，私を帳簿係として半年，1950年7月から1951年1月まで働か

せてから昇進させ，会計士にならせた。その上司は私を試してもいたのだろうと思う。

やらせてみて，できるかどうかを試していたのだろうね。そんなふうにして，私は党

中央委員会で帳簿係から会計士になって全部で2年，つまり50年7月から52年9月ま

で働いた。

 日本人には理解しがたいかもしれないことが1つあった。私たちはね，会計の仕事

にそろばんを使うのだがね。日本にはこういうそろばんがあったかね？中国製のそろ

ばんだよ。

K：ありました。少し違いまずけれど。

D：少し違うか。ここには中国製のそろばんしがなかった。それとロシア製のそろば

んだけがあった。当時，計算機というものも出てきたころだった。その計算機を「ジ

ェルジンスク」という名前で呼んでいた。ソ連のジェルジンスク工場で製造された機

械のようだった。その計算機は，今ごろ博物館にでも入っているだろうな。それを使

って計算するときに，25×25の計算を，2と5というように，．それぞれ数字を押さえ

ておいてから，鉄の取っ手を引くのだ。私のこの2本の指に角みたいに硬くなってし

まったよ。鉄の取っ手はとても硬か6た。1日中こんなふうにしているのだ。その機

械は党中央委員会に1台だけあった。私の課にだけあったのだと思う。大きな機関だ

ったから，そういう機械があったのだ。小さな部署には機械は入らないからね。もう

1つおもしろいことがあった。これは心理的問題だがね。1日中座り続けて，その計算

機で，給料とか，たいがい給料関係のものを計算するのだよ。私の友達でサンダクと

いう者がいた。彼と私の2人は，中央委員会に一緒に入ったのだがね。彼は党中央委

員会の会計課の監査をしていた。私たち2人は，さっき話したその機械で計算：するの

だよ。人がいる前では，そろばんでは計算しない。「便利な計算機があるのに，それを

利用することができなかった」と，みなが悪く言うだろう？だから，計算機でシャル

ルシャルルと音を出していたのだよ。しかし，「この計算機は信用ならない。もし計算

まちがいをすれば，刑務所行きだ」と言って，お互いに話していたのだ。だから，2

人で夜に残業して，昼間に計算機で計算したものをそろばんですべて検算するのだよ。
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そろばんでやり直して，正しくなっていれば，初めて安心する。人間の心理というの

は，こういう性質のものだよ。機械というものをそんなに信用しないのだ。そのくせ，

人がいるところでは，機械を使って計算：していた。だけど，もうその機械はね，大き

な機関に1台ずつある。

 そんなふうに仕事を続けていると，モンゴル国立大学を卒業した4人の若者が党中

央委員会にやってきた。その課もだんだん狭くなってきた。彼らとも，知り合いにな

ってきてね。ζの4人が私に進学をとても勧めていた。「こんな若い人が高等教育を

受けないなんてだめだ。大学に入るべきだ！」と言うのだ。中央委員会で働くように

なると，そこの職員たちは，たいてい高等教育を受けている人たちだったからね。私

はまあ下っ端だからね。だけど，みんなが私に「大学に入れ1」とずっと勧めていた。

 しかし，大学は10年制学校を卒業していなければ入学させていなかった。またもや

難題が浮上してきたというわけだ。専門学校は，10年制学校の7年生までの教育内容

なのだ。またまた10年制を卒業しなければならない，という必要が出てきたのだ。当

時は，私のような中途半端な人間がたくさんいた。ウランバートルには「勤労青年夜

間高校」という学校が設立されていた。そこでは，10年制学校の8～10年生の授業を3

年して卒業する。昼間は働きながらだよ。夜，その学校に行く。まあそれも悪くない

かと思ってね。質的には，あんまりよくないのだがね。先生もけっこう休講iするし。

学生たちは全員仕事についている人たちばかりだよ。出張で地方とか，その他のとこ

ろによく行くからね。出席者よりも欠席者のほうが多かった。先生たちも同じで，来

る人よりも来ない方が多い。まあ，どうであれ，証明書を1つ取得する必要があった

のだ。とにかく，2年半通って，10年制学校を卒業したという証明書をもらった。そ

のときから，私はソ連に留学するために出す申請書のこととか，どこでどんな学校に

留学するとか，そのためには何をすべきか考え始めた。それで，自分の専門に沿って

ということだから，経済学がいいと思っていた。

6ソ連留学をめざす

 君は聞いたことがあるかね？国家計画委員会という機関があったのだ。その機関か

らの候補生として偉いさん方に申請書を書くのだ。私は党中央委員会で帳簿係，次に

会計士をして，かなり多くの知り合いができていた。党中央委員会の会計士というの

はね，それほど小物というわけでもないのだよ。440トゥグルグの月給をもらう，バザ

ルワー二，大物じゃないかねアしかし，申請書は，最初の年，どうにもならなかった。

次の年の52年に再度書いた。当時は，ソ連の計画委員会の枠で，年に2人を留学させ

ていた。52年には4人を留学させることになったのだ。

 そのころの規律は非常に厳しかった。J留学する人のうち2人は，10年制を卒業した
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子どもを採ることになった。これはごたごたせずに，直接採用するものだ。残りの2

人は，仕事をしている人から採用することに決まった。それで，この2人については，

今の言葉で言えば，競争となる、自由競争ではないのだ。試験をする。私は，10年制

を卒業していないが，ひところを思えば少しはましになっていた。そして，受験者た

ちは大学に赴いた。試験をおこなっている。私も受験した。私は10年制を夜間で卒業

したけれども，その学校の質は悪かった。歴史の試験があった。歴史はまあなんとか

だ。読んでいればできる。歴史の試験では及第点を取った。数学もあった。高等数学

を試験している。私が高等数学など判るものかね。10年制を質の悪いところで卒業し

たのだからね。判るはずもない。試験官で来た先生は，のちにモンゴルの文部大臣に

なったイシッェレン先生だった。大臣になったあと，私は彼に，「あなたたちは，ほん

とに人を痛めつけてくれたよ！」と，いつも冗談を言っていたのだ。イシツェレン氏

は試験のときに入ってきて，10年生の数学問題を出したのだと思う。とても難しいも

のだった。私はと言えば，1問も判らない。

 ちょうどその前に，私はある人と偶然に出会った。サンジャイジャブという人だっ

た。彼はレニングラード大学に留学した。彼は大学の1回生から留学していた。彼は，

私の隣の席に座った。私は，試験を受けているあいだに彼と顔見知りになっていた。

「サンザイジャブさんよ，それをこっちに渡せよ，写してしまうから」と言った。サ

ンザイジャブはAを選び，私はBを選んでいた。「お手上げの問題には，君のほうのA

と書いておこう。私がどこに座っていたかなど，あの先生は気づかないだろうか

ら1」と言ってね。サンザイジャブは大学で勉強していたから，出来が良かった。1

問はわざとまちがえて，2つをそのまま写して，1問は判らないのだからね，まちが

えたものを提出した。すると，中（5点満点の3）の点数を取っていた。

‘3番目の試験はロシア語だ。私は，ロシア語はからっきしだめだ。聞き取りだった。

先生が名前を呼んだ。そこで，言われたことを書く。人が1人入ってきて名前を呼ん

だ。「我が祖国」つまり「マヤ・ローディナ」という表題だった。言葉を知っている人

だったら，簡単に書けるよ。30数単語だったから。私は，そのうち29単語をまちがっ

ているのだからね。まったく見当はずれだ。言葉を知らないのだからね。そんなふう

にまちがうのだよ。人の発音をなぞってさえ書き取ることはできなかったよ。入試委

員には，ドゥゲルスレン大臣がいた。気の毒に最近亡くなった。中央委員会の課長の

ツェデンダンバ氏，彼が入試委員長だった。ドゥゲルスレン氏のほかに，司法省の副

大臣が加わって，それに，そのツェデンダンバ氏とで，全部で3人だった。のちにみ

な大臣になった。「あなたたちは人の運命を本当に痛めつけてくれた入たちだよ1」と，

私はのちに彼らに冗談を言ったものだ。この人たちが名前を呼んで入室させるのだよ。

仕事組から留学しようとしている人たちを1人ずつ呼ぶ。

 私と一緒に受験した人にレンチンペルジェー氏がいた。計画委員会の副議長だ。も
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う1人は，デムチグという人だった。私たち3人が競争していたわけだよ。レンチン

ペルジェー氏の場合はYu．ツェデンバル書記長が行かせうと命じた人でね。年を取る

前に高等教育を身につけさせうと考えたのだろうなあ。とても良い人だったがね。計

画委員会の副議長なのに，高等教育を受けていなかった。ツェデンバル書記長は，人

に対してとても思いやりをもって接する良い人だった。ツェデンバル書記長が行かせ

るようにということだったから，レンチンペルジェー氏を試験に受からせたのだ。デ

ムチグという人がいた。レスリングのマグサルジャブ先生の父だ。内務省の会計課長

で，大佐の位の大物だった。ロシア語というものに本当にずば抜けていた。デムチグ

氏はロシア人たちといつも一緒に働いていた人だったからね。デムチグ氏が受かった。

 4人のうちの2人は10年制学校から採用したから，何の問題もなく合格が決まって

いた。1人は，Yu．ツェデンバル書記長が行かせるようにと言っていたから合格した。

だから，残り1人の定員に対して，デムチグ氏と私の2人がいたから，その競争で私

が落ちたというわけだ。その委員会のところに行ってみた。すると，「君，これを見た

まえ。30数単語のうち29単語をまちがえている。ソ連の大学で学ぼうとしているのに，

ロシア語ができない。君は向こうに行って，どうやって勉強するのかね」と言って却

下してしまった。かなりのちになって1980年代に，その聞き取りテストをある人が公

文書館から持って来てくれた。今，私のところで保管しているよ。

 さて，すっかり8月の末になっていた。子どもたちはほとんどすべて行ってしまっ

た。ちょっと悔しかったね。「まあ，いいか。会計士でやって行こう！」と思っていた。

計画委員会の第1副大臣に，ドルマーという女性がいたのだがね。長年勤めていた女

性だった。党の中央委員会と計画委員会はひとつところにあったのさ。「中央委員会

とドルマー副大臣が呼んでいる」と言う。「何が起こったのだろうか」と思った。学校

の問題は決定済みだったからね。とにかく，ドルマー副大臣のところに行ってみた。

私は彼女のところに申請書を何度も提出したから，すっかり知り合いになってしまっ

ていた。「いえね，昨日，党中央委員会の書記局会議がおこなわれてね。計画委員会の

名前で留学する2人を批准しようとしたのよ。でも，デムチグが除かれてね。君は若

いし，掛け合ってみなさいよ」。党中央委員会の書記局会議というのがあったのだ。そ

の会議で，外国に留学する学生たちを批准することになっていた。念が入っているだ

ろう？デムチグ氏は大物だったから，幹部たちのあいだで酒のみだっていうことが知

られていたのだよ。「モスクワには通りごとに酒を飲む屋台があるのだからねえ。彼

はそこに入り浸りになる。それで追い出されてくるよ1」と言って，除外されてしま

ったのだ。幹部たちは知っていたから酒のみを行かせなかった。そういうふうに除外

されると，1人足りなくなってきたということだろう？定員割れしたということだよ。

 一時帰国していた学生たちは，ほとんど戻ってしまっていた。8月末になっていた

からね。9月1日には授業が始まる。もう亡くなったがね，中央委員会の副書記長で
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ダムバという人がいた。当時，ダムバ氏が人事権のすべてを握っていた。ダンバ氏の

ところに行こうとしても入らせてくれない。偉い上官は小物を受けつけないものだろ

う？「忙しいから」と言う。中央委員会の人事担当書記にS．ソソルボラムという人が

いたのだがね，彼はまだ生きている。そのソソルボラム氏のところに行こうとしたと

ころ，また会ってくれない。私の出入りできる長官と言えば，私の所属する会計課長

のナンザド氏がいた。それから，官房長官のT．ロブサンデンデブ氏のところだ。やっ

とのことで，ロブサンデンデブ氏のところに入る。「こんなふうに定員割れしていま

す。私を留学させてください」と言ったのだよ。ほかにどうしょうもないだろ？話を

聞いてくれる幹部がいないのだから。それで，ナンザド氏に泣きついてね。ナンザド

氏はとても良い人だったからね。「上の人たちと話をしてみるよ」と言っている。話す，、

話すと言い続けてとうとう8月目終わってしまった。

 それで，去年亡くなった中央委員会の人事部長のA．ガルサンという人がいたのだけ

どね。そのころ，私たちは同じ事務所で働いていた。当時の公務員は，朝9時に出勤

して，昼に休憩なしで，夕方の5時にひけることになっていた。5時に終わって，家

に帰って食事をして，ふたたび夜8時に出勤して，ll時まで仕事だ。11時以降は，そ

こに留まるも帰るも自分次第だ。こういう規則だった。たいへんなのだよ。私はその

当時，仕事をし始めたのだからね。私はまだ子どもだった。政庁は今のところに移っ

てきていた。政庁は，50年代に使われるようになったのだ。エルデネ・オチル映画劇

場がスフバートル広場にオープンしていた。子どもだからね。いい映画が上映されれ

ば見たくなる。それに，そのあたりを歩いて女の子たちを見たい気持ちもある。それ

なのに，夜間は暇がない。時々，私たちのところの者は，うまい方法を1つ使ってい

た。夜の8時に来て，名前を登録してから，9時か10時始まりの映画を観るのだ。その

ときには，コートをハンガーに掛けたままにして，部屋の明かりもっけておいて，扉

を開けっ放しにして出かけるのだ。そうすると，人が入ってきても，「ああ，コートも

あるし，電気もつけたままだから，中のどこかにいるんだろう」と立ち去ってしまう。

10時の映画を観たら，10時半ころに戻ってくるのだよ。しょっちゅうというわけじゃ

ない。時々珍しい映画が上映されるときに限って，この方法を使わせてもらう。そん

な程度で，公務員は勝手に外出してはいけないのだ。それで，ある夕方，職場にいた

ら，ガルサン上官が階段を降りてくる。「お一い，お一い1君に言おうとして忘れてい

た。今日，書記局会議があってね，君の問題を取り上げて話し合って，君の留学が認

められたよ」と言った。私も本当に嬉しかった。そんなわけで，私はソ連留学したと

いうわけだよ。かなり出遅れたがね。
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7モスクワでの生活

K：モスクワに行かれたのですか？

D：モスクワに行った。「モスクワ経済単科大学」つまり「モスカウスキー・ガスダル

ストヴェンニャ・エコノミーチェスキー・インスティトゥート」というところに留学

した。当時，その学校はほかから独立してね，1つの学校として存在していた。最終

的には，「プレハノブ国民経済単科大学」と合併した。私の入った学校は，最初，「プ

レハノブ国民経済単科大学」から独立したらしいがね。1932年だと言ったかな。その

年に独立して，最終的には，60年代にもう1度もとに戻って合併して，「プレハノブ国

民経済学院」になっているよ。そこに，最初に行った。とても良よかったよ。学士院

会員の先生たちが教室に入ってきて何かずっと話をしている。私には何1つ理解でき

やしない。ロシア語が判らないからね。私は講義に出ながら，母や父に手紙ばかり書

いている。今でも，私はそのノートをとってある。先生が口を動かすたびに，何かも

のを言っていると思って，句読点をつけていった。通信のモールス記号というものが

あるだろう？私の句読点は，ちょうどそういうものだったな。私の家族は「モールス

記号で書いているのか？何だ，そりゃ？」と言う。「語の意味で点を打っている」と説

明する。時々，レボリューチやつまり革命という語が出そくれば書きとめる。ストラ

ナー（国）とか，ゴスポドストボ（支配）という言葉が出てくれば，またこれも書き

とめる。こんなふうにして，その他のものは，当て推量で点をつけていくのだよ。私

はそのノートを今も大事にもっているのだ。子どもたちに見せるのだ。

 そうこうしているうちに，半年に近づいた。試験が始まることになった。私が知っ

ていることなんてない。小学校や中学校でやっていたように，強制というのがないの

だよ。出席するもしないも自由だから，試験を受けたとしても，成績なんてどうにも

なりはしない。ますます，やる気が失せて，家もとても恋しくてね。父や母がなつか

しい。モスクワというのは，天候が悪くてね。太陽など1度も見られない。まったく

存在しないかのように，日中の3時になれば，もう暗くなってしまう。時々，ある講

義に出ているときに，太陽が出れば，それだけでまるで父が入ってきたように素晴ら

しい気持ちになって，心が晴れたものだよ。「こんなふうに，外国に来て，とても苦労

して，何にも勉強しないでいるのだったら，もう止めよう」と思って，帰る決心をし

たのだ。その学校にはレンチンペルジェーと私の2人が一緒に来ていたのだがね。そ

こで彼に，「私は国からもらった奨学金を少ししか使っていないうちに国に帰る」と言

った。彼は「おい，どうしたのだ？」と言う。「私には勉強できる兆しはないからね。

とてもたいへんなのだ1」と言った。モンゴルの計画委員会長のD．マイダルという人

がいた。その当時，D．マイダル氏がモスクワに来ていた。「マイダル氏のところに私

を連れて行って私の問題を話してくれ」とレンチンペルジェー氏に頼んだ。彼はそれ
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を引きうけてね。

L：あの政治局にいたD．マイダル氏ですか？

D：そうだ。D，マイダル氏はね，閣僚会議の副議長で，国家計画委員会の長だったの

だ。私と一緒に留学したレンチンペルジェー氏はその次席だった。以前の同僚であっ

た委員長のところへ私を連れて行った。私たちが訪ねたとき，D．マイダル委員長はや

っと起き出したところだった。それから3人でお茶を飲んで話をしたよ。私もまあ，

その2人は以前一緒に働いていたものだから，かなり長く話をしたのだよ。1時間くら

い話をした。それから，「もう私には話すことはないが，この子のことで1つ相談した

い。この子は私たちの計画委員会の名前で私と一緒に留学したのだがね。もう国に帰

ると言うのだ。国の金を少ししか使っていないうちに国に帰って会計士をやると言う

のだ」とレンチンペルジェー氏が言った。すると，D．マイダル氏は「君はまだ試験も

受けていないし，半年にだってならないのに，あきらめるなんて情けない奴だ。いっ

たん，そう決めてきたからには，勉強するのだ，君。帰るなんてとんでもない」と言

って，ガツンと叱られた。

 それで，まあね。どうしょうもない。そのころ，私たちの大学の修士課程でD．ツェ

ンド氏が勉強していた。ツェンドという人がいたことを君たちも耳にしたことがある

と思うがね。ツェンド氏は学校でとても尊敬されていた。モンゴル人の優秀さと能力

の高さをツェンド氏は体現していた。彼は，ロシア人の学生たちに授業を教えていた

よ。ロシア語の知識は驚くほどだった。先生たちのあいだで理論についての議論が出

れば，ツェンドを呼んで尋ねていた。ツェンドの意見でたいてい議論がおさまってい

た。私たちの大学にはこんな有名な人がいたのだよ。それで，私はツェンド氏に頼ん

だ。「ツェンドさん，私を予備クラスに入れてください。私にはまったく歯が立たない。

あの高等数学とかロシア語とか私に判るものは何もない」と言った。

 当時，中国人たちが学校に留学していてね。彼らには準備クラスがあったのだ。つ

まり，もう1度，経理専門学校の時のように予備クラスに入ると言ったのだよ。私と

一緒に留学したレンチンペルジェー氏は予備クラスには入らないと言う。彼は38歳で

留学してきたのだからね。「私がもう1年勉強してどうするのだ？できても，できな

くても，このまま勉強するよ」と彼は言っていた。「君は若いから，1年モスクワに住

めば，君の言葉はよくなるよ。レンチンペルジェーは話が別だ。君はまだ若い。君を

連れて学長のところに行こう」と言う。私たちの学長はチョルパノブという教授だっ

た。ツェンド氏はかなり親しい知り合いのようだったな。ッェンド氏が私を連れて行

くと，学長はすぐさま応対してくれた。ッェンド氏は学校でそれほど尊敬されている

人だった。それから，2人は何か話をしているのだよ。ずっとロシア語で話をしてい

る。私は何の話をしているのか，判らなかった。かなり長いこと，しゃべっていた。

私はじっと座っていた。その当時，スターリンの『経済学の諸問題』というのだった
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か，そういう著作が出ていたのだ。その冬，ソ連では，これについて大々的に意見が

交わされていた。彼ら2人は，その著書について話をしているようだ。「スターリン」

と言って，話していたからね。学長と彼は1時間近く話していた。この聞に，私につ

いては何も話が出なかった。そして，話が終わろうとしているようだ。立ち上がった。

「さようなら」と言っているようだ。するとッェンド氏は，「学長。1つ忘れていた。

この子についてちょっと話したいのですが。これはモンゴルから来た学生ですが。今

年来て1年生のクラスで勉強しています。．ロシア語を知りません。教育程度はだんぜ

ん低い。中国人たちが勉強している予備クラスで勉強している中国人たちと一緒の予

備クラスに入れてもいいですか？」と言った。「プロブレム，ニエット（問題ないよ）。

そこに入れたまえ。明日通達を出しておこう」と学長は言った。

そういうわけで，私は14人の中国人たちの15人目となって，予備クラスで勉強するこ

とになった。そこに，また1人朝鮮人が入ってきて，16人になって勉強したのだよ。

中国人たちは，ロシア語と経済地理とソ連国民経済史という3つの科目を勉強する。

私の気持ちもぐっと晴れた。ロシア語も，本当に辛抱強く勉強したよ。ツェンド氏は，

「君，ロシア語を勉強するときは，わかっても，わからなくてもいいから，とにかく

本をずっと読め。たくさんの単語を覚えようとあせる必要はない。文学をあきるまで

読め」と助言した。

 私は文学の本をずっと読み続けた。「アンナ・カレーニナ』を買ってきて，ずっと読

んでいるのだ。はじめは，ぜんぜんわからない。1回読んで，2回読む。3回目にな

ってくると，その語が「ヒツジ」のようになってくる。ヒツジを見分けるのがモンゴ

ル人はうまいだろう？私は自分のところのヒツジとほかの家のヒツジが混ざったとき，

すぐさま見分ける。「うちのヒツジはこれだ」と分けてしまう。モンゴル人には，生ま

れつきそういう特徴があるのだよ。今でも，モンゴルのいなかの人たちはそうだよ。

1000頭のヒツジが混じってしまっても，持ち主がやってきて，5人ほど奥さんたちが

やってきて，別々に分けるのだ。問題なんて何もない。これも，人間の遺伝というか，

そういう特質だ。ツェンド氏が本を読めと言ったので，本だけを読んでいた。

 予備クラスに入って，私には時間の余裕ができた。授業はそれほどたくさんない。

そうやっているうちに，だんだんと単語が判るようになってきた。本当に，本を読ん

でいると判ってくるのだね。初めのうちは，私はいつも辞書を持って読んでいた。丸

1日勉強して，半ページしか進まなかった。それで，やめて，辞書を放り出して，地下

鉄に乗っても，路面電車に乗っても，バスに乗っても，本を読み続けた。人が見ると，

「ロシア語に堪能な秀才なのだなあ」と思われるくらいね。1冊の本を2，3回読んで

くると，．単語が判るようになる。たとえれば，君と会わないでいれば，知り合いには

ならないが，2，3回会うと，知り合いになるだろう？通りでは，たいていそうだろう？

何度もすれ違って，同じ場所に通っていれば，人の名前は判らなくても顔を覚えてし
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まうだろう？あとになって1度会えば，「どなたでしたか？」と言って，名前を言えば，

すっかり古い知り合いになる，ちょうどそういう感じなのだ。ずっと読み続けている

と，「知り合い」になってくる。それで，まあロシア語が少し何を言っているか判るよ

うになって，予備クラスを優で終えて，そのまた上に進んで行った。予備クラスを1

年，本科を5年，こうして6年間モスクワにいた。こんな経過だよ。

 私の運命も，本当に変わっているよ。いなかから出てきて，ソ連にも留学して，不

思議なものだ。私はいつも，私を最初に応援してくれた人たちに感謝しているのだよ。

私を最初，あのツェレン先生とそのほかの先生たちが予備クラスに受け入れないと言

っていたら，いなかに帰るよりはかなかったからね。経理専門学校の70周年記念が95

年に行われたのだがね。私はそこに行って，「長年，大臣をやった。国家の指導部で働

いた。これは，私が優れていたからというわけではない。先生たちが優れていたから

だ」と言った。そのとき，学校の先生たちの紹介があるのだがね。その先生たちは，

私たちが学んでいた時のように，若い人たちだった。私がその経理専門学校に入った

ころ，私は17歳で入った。ある同級生は，23歳で入ったのだがね。彼の名はバンズラ

グチといった。私たちの理科の教師は23歳だった。すごく気の荒い先生だった。私た

ちをしょっちゅう叱りつけていた。すると，このバンズラグチがそれをかばって，「子

どもたちを叱るのはよせよ。いなかから来たのだ，そいつは。ものが判っていないの

だろう」とかばう。すると先生は怒って，「君と私が同い年だというのが何の関係があ

る？出て行け」と言って追い払う。「私は勉強しようと思ってきた1出て行くものか」

と言い張って出て行かない。そんなふうに私たちは勉強していた。それで，その記念

祭のときに，私は先生たちに，「モンゴルの子どものために，人のためにあなたたちは

本当に配慮してくれた」と言った。

 こういうふうにして私は2つの学校を卒業した。ウランバートルで卒業して，北に

行って卒業して帰って来た。計画委員会の名前で行ったからね。そこに就職するのだ。

モンゴルに帰って来て，計画委員会の専門職員になった。

8産業大臣に就任

K：何年に戻って来られたのですか？

D：1952年に行って，1958年に戻ってきた。専門職員を1年ほどした。1959年から，計

画委員会の産業課長に昇進して，1960年から産業省の大臣に任命された。この国は，

産業関係の省庁が1つしかなかったのだ。あらゆる部門を管轄した省庁がたった1つ

しかなかったのだ。産業省の大臣を1960年から68年までやった。鉱物，電力，石炭，

木材，軽工業といった全産業が集まって1つの省になっていた。

K：1960年に大臣になられたころ，あなたはおいくつでしたか？
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D：29歳だった。私が大臣になったころ君は3歳だったのだよ。産業面の大臣を60年

忌ら68年までやった。省が大きくなっていって，たくさんの工場をもつようになった

ので重工業を独立させた。そして軽・食料工業省を作った。68年から79年までは軽・

食料工業省の大臣になった。79年忌ら90年の3月まではモンゴル人民革命党の中央委

員会の書記長をした。こんなふうに私の人生の34年間は工業の発達と関わっていると

いうわけだよ。2年間は計画委員会，2年間は党中央委員会の書記長というように，

前後4年を除いて残りの30年間は産業と関連している。だから，モンゴルの産業の発

展が良くても悪くても，それは私の名前と関係するのだ。

K：この時代は，モンゴルの産業がもっとも強力に発達した時期です。言葉を換えれ

ば，モンゴルの産業はあなたとともに成長したのですよ。

D：私は，こういう機会にめぐりあえる良い時期に居合せたのだよ。1960年からの30

年間で，モンゴルの産業は上々に発達したのだ。これは，私が優れていたからではな

くて，私たちの党や政府が採った政策の成果だ。こうした発展時代に，私は大臣や上

官になる機会にめぐりあえたのだ。

K：奥さまとはいつ知り合われたのですか？

D：大臣になったあとだよ。私は妻と1961年に結婚した。独身時代に大臣になった。母

はそのころ，いなかにいた。兄も，そのころいなかにいた。兄と私は結婚していなか

った。私は，基本的にソ連に行って初めて，建物生活というものを経験したのだよ。

それ以前に，ここにいるときは，いつも天幕にいた。モスクワから卒業して戻ってき

ても，まだ天幕にいた。私の故郷の親戚の家にいたのだ。そうこうしているうちに，

例の計画委員会の建物が建った。今，第5学校のそばに1つ建物があるだろう？課長

になったので，私を優遇してくれたのだろうと思う。その建物の2部屋付きの家を提

供してくれた。計画委員会が住む建物をくれて初めて自分の家だといえる家を持った

のだ。兄はトゥブ県の党委員長になっていた。母と妹の2人が兄と一緒にそこにいた

のだ。私が母を呼び寄せる。すると，兄が私のところに来て何日か泊ま6てから，母

を連れて戻って行く。20幾つの若い大臣になるというのはたいへんなことだよ。大き

な公職だ。それなのに妻も嬰っていないままだった。仕事というのはね，とてもたく

さんあるのだ。私は工場で働いた経験のない人間だからね。とてもたいへんだった。

その仕事を管轄して向上させなければならなかった。私の入省した産業省はとても大

きな省だった。私は朝から晩まで働きどおしだ。私はのちになって，当時，省で一緒

に働いていた人たちのことを気の毒に思う。私は大臣で，党と政府は大きな期待をか

けていたのだよ。その期待に応えなければならないし，与えられた課題を実現しなけ

ればならない。だから，かなり働く必要があった。引き受けた仕事と関連するかなり

多くの事柄の責任を持たなければならなかった。朝，仕事に来て，昼に休憩をとって，

食堂で食事をとる。夜は，妻がいないから，食事にありつけるときも，ありつけない
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ときもある。時々は人の家で呼ばれる。母がいるときは，家で食事をする。母がいな

ければ，食堂に行くのだよ。だけど，大臣になった人が，そのつど食堂に入っている

というのも，体裁がよくなかった。政庁の食堂は，昼間は営業しているが，夜間は営

業していなかった。昼間は入るがね。その食堂は夜間していない。夜，大臣が食堂に

いるというのも，まずい。その当時は，アルタイという食堂兼レストランがあった。

食堂とかレストランに大臣が入り浸っているというのは，具合が悪いものだよ。そん

なわけで，仕事場に居続けるのだよ。夜中の1時とか2時前に家に帰るということは

ない。

 私は省に来たばかりの新人の大臣だった。そこの人たちをあまり知らない。私のも

とには4人の副大臣がいた。彼らは私の父くらいの年配の人たちだったよ。私は彼ら

には，自分と同じように仕事をして遅くまでやれ，とは言わない。けれども，大臣が

遅くまで仕事をしているからには，4人の副大臣も席に着く。4人の副大臣が席に着

くと，約10人の課長も着く。課長たちが着くと，その下に働く人たちが着く。そんな

具合に，その省は一団となって働くのだよ。このことは，かなりあとになってみなが

私に話してくれたのだ。彼らと親しくなってきたときに話してくれたのだ。「妻も婆

っていない子どもをよこすなんて本当にひどいことをしてくれる。家にも帰れなくな

った。妻や子どもの顔も見ることができなくなった」と話していたのだそうだ。

K：あなたのお父さまは，そのころいなかにいらっしゃったのですか？

D：父は，私が学校にいるころ死んでしまった。母はずっとウランバートルに暮らし

ていたが，最近，1986年に亡くなった。

9戦前の産業コンビナート建設

K：モンゴルに最初できた工場というのは，どういう工場だったのですか？

D：私たちの最初の工場というのは，産業コンビナートだ。モンゴルには，そもそも工

場というものがなかった。ゼロから出発した。まあ確かに，イヤリングとか指輪とか

を作るとか，個人的な零細企業はあった。小さな印刷所とか，ナライハ市には鉱山業

を営むような小さな工場はいくつかあったが，今の私たちが思い描いているような工

場というのは存在しなかった。君たち，考えてもみてくれ。ウランバートル市といっ

ても，60キロワットの電力を供給する発電所しかなかった。60キロワットなら，今の

モンゴルのいなかの牧民が発電しているものだよ。60キロワットが発電機1つ分なの

だから。1924年目，ウランバートルあ発電所の生産量は，60キロワットだった。今，

日本人はモンゴルで発電機を買い求めているだろう？その程度のものじゃないか。24

年の最初の発電所は，こういうものだった。それで産業コンビナートを創設したのだ。

K：それはいつ建てられたのですか？
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D：1928年から29年ごろ，建設作業は始まった。稼動し始めたのは，］934年の3月24

日だ。これはこの国の産業基盤になった。そのコンビナートのなかには4つの組み立

て工場と製造所があった。フェルトや，なめし革のブーツや，羊毛布や，なめし革を

作っていた。なめし革で，私たちのところではモンゴル靴や，鞍褥を作っていた。そ

れに加えて発電所をさらに作ったのだ。その発電所は，さっきの60キロワットではな

く，1500キロワットになって，立派なものになっていたよ。これを建てて1934年から

稼動した。コンビナートが建った場所は君たちも知っているだろう？飛行場から，市

内に来るところにある区域だ。

 当時，ウランバートルとここのあいだは野原だった。そのころの写真を，1971年そ

のコンビナートを初めて建てていた人が私にくれた。ロシア企業団の副長官だった。

私が大臣だった1971年に，彼はアルバムをくれた。コンビナートが初期にどのように

建てられていたかについての，とてもおもしろい写真だった。この国の公文書館には

ない写真がそこには含まれていた。1929年だったか，30年だったかに，コンビナート

の起工式がおこなわれた。その写真集には，起工式からの写真が撮ってあった。それ

を見ると，当時，初めて工場が建てられているのを見ようと，ウランバートルの人た

ちが集まっている。概して皆，起工式に参加するのを名誉なことだと思っていたのだ

ね。自分の国に初めて，工場を建設する基礎工事に，ラマ僧や軍関係者などいろいろ

な人たちが参加していたのだよ。

 モンゴルの産業がどうやって発展したかを話せば，数日は話せるよ。だから，いく

つか数字を言おうか？数字には関心があるかね？

K：あります。

D：じゃあ，それでは，1934年に，産業コンビナートが始動しただろう？それから戦争

になった。戦時下で発展するものはない。けれど肉コンビナートを1つ建設した。地

方では，戦時中，全国に乳・バター製造班が作られた。私の郡でも，乳・バター製造

班が作られたのを私もよく知っている。1940年代に，初めて何軒かの家が一緒の場所

に宿営して，乳をしぼって，手動式の機械でツツギー（サワークリーム）を作って，

ツツギーを原料にしてさらに機械でツツギーのバターを作るのだよ。今はマースロと

呼んでいるがね。これは，そのころから発達したものなのだよ。モンゴル・ッッギー

のバターは，今，このウランバートルには見られないけれどね。1946年には，5500ト

ンのツツギーのバターを作っていた。そのころ，モンゴル人たちはパンをあまり食べ

ないから，ッッギーのバターはあまり使われなかったので，5000トンは輸出していた。

 今ではツェツギーのバターを作る場所はすべてなくなったよ。これらすべてがなく

なって，家畜も台無しにして，雌ウシを搾乳しないまま過ごしているのだよ。なぜ，

私たちが今日ドイツやデンマークやロシアの植物性マーガリンを食べているのかね。

歴史を知らない人間はこんなふうだったことを知らないのだよ。5500トンのバターを
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モンゴルは自給できていたのだよ。それで，そのころは，ツェツギーのバターをそん

なに使わなかったから輸出していたのだ。そのころツェツギーのバターは，lkgが12

トゥグルグだった。

10戦後の産業発展

 こうして戦争が終わった。1948年にモンゴルは第1次5ヵ年計画を承認して，多年

的計画をもって発展してきたのだ。その当時，工場のいくつかは建設され始めていた

がね。とくに，これというものはなかった。ここの産業が発展した中心的時代は，私

が大臣だったころなのだよ。私は自分のことを幸運な人間だといつも思うのだよ。私

は工業の技術者でもないし，経済学の人間だからね。その当時に，私をそうした工業

部門に配置したのだ。私には当時，経験もなかったしね。最近モンゴルに現れている

民主化路線の人びとがいるだろう？彼らは「自分たちは，若々しい大臣だ。自分たち

は優れている1」と言っている。けれども私は29歳だったのだからね。党と人民が私

に信頼をよせてくれたし，私はその信頼と期待に応えようと，すべてを賭けたよ。時

期的にちょうどうまく合ったのだよ。

 この時期，党や政府は，とくに1966年に開催された第15回党大会で，モンゴルを工

業と農牧業の国にするという指針を出した。1966年ごろから，モンゴルの産業の発展

はとても加速された。その当時，課題はたくさんあったよ。まず，牧畜で取れる原産

物の加工と地下資源の活用の方向性が強く打ち出され始めた。君もよく知っているだ

ろうがね。ここの党大会は，開かれるときに，次の5ヵ年計画の指針が承認されていた。

どんなふうにして，どんな目標に達するのかといった指令が出る。その指令にのっと

って，5ヵ年計画を作って，その計画を人民大会議の席で批准していた。そのようにし

て，その計画案は法的なものになる。その計画に沿って仕事を進めていた。この時期

は，私が大臣だったころと恐いくらいピッタリ重なって，私も持てる力を総動員して

いたよ。肝腎なのは，私の努力というよりも，たくさんの優秀な幹部たちが下準備を

して，ここの労働者階級が生まれてきたということだ。

 産業の発達をいくつかの数字で言ってみよう。私たちの国の産業は，1940年に，86

年の価格で，おおよそ1億1600万トゥグルグを生産していたことになる。この数字は，

1989年に，91億8100万トゥグルグに達した。どうかね？産業の発展を見る中心的指標

は，生産物だよ。何を作り出したのか，というね。増加率を見ると78倍，ほぼ79倍の

増加だよ。40年の時を100とみると，60年以降に7900に増加したということになる。こ

れは，かなりすごい数字だろうと思うのだよ。60年以降に，すごい増加があったこと

が判るのだ。1960年に7億1500万トゥグルグの生産高だったのが，89年には100億近く

になっているのだよ。国民総生産に占める工業生産高の割合という統計数値があるだ
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ろう？私が大臣だったころ，国民総生産に占める工業の割合は，20％だった。それに

対して，1989年には，ほぼ50％，48％を占めるようになった。これはすごい勢いで増

加している表れだよ。基本歳入という重要な指標がある。60年に，私が大臣になりた

てのころ，基本歳入における工業の占める割合は，9．6％だった。89年には，34．1％に

なっていた。これは決定的意味をもつようになったということだよ。資本投下からい

うと，60年に5億4000万トゥグルグの投資があったのだが，89年目は160億トゥグルグ

の投資があった。国の国民経済に対する全投資額の50％が，工業部門にあてられてい

た。言い換えれば，工業を発達させないで，牧畜だけでやっていけないということが

明らかになった。家畜からは肉を取る以外にはない，とも批判が出ていた。この肉を

加工する必要があるし，皮革加工する必要もある。この時期にどんな工場が建設され

たか？例を言おう。

 以前は，皮革は未加工のままで輸出していた。それを加工して，具体的に言えば，

牛革を加工して，靴底を作るようになった。ヒツジの革は，500万出ていた。ヒツジの

革で何を作るかと言えば，なめし革の服を作る，シャツを作る。ヤギの革では，もっ

ぱらなめし革の靴を作るようになった。こういうふうにして，毛や革すべてを加工す

るようになったのだよ。以前，モンゴルではほとんど洗面もしないで輸出していた。

けれども，私たちは洗毛をしてから，加工して，国内の人たちにとって一番の必需品

であるフェルトを作るようになった。天幕用のフェルトも作れば，フェルト製の靴も

作る。最後には，毛織物を作るようになった。そして，絨毯を作るようになった。カ

シミヤを加工して製品を作るようになった。こうしてみると，どんどんと発展してい

ったことになる。私が大臣だったころ，産業には5万人の就業者がいたが，89年には

2倍に増えて12万人になった。この数字から，この部門でどれくらいの増加があった

かが分かる。多くの部門で示せと言われると時間がとてもかかる。ここでは単に，総

計した数字を取り上げてみよう。

 ここにある経済学者たちが作成した2つの数字があるから見比べよう。60年代には

1億6000万キロワットの電力を供給していたのが，90年には33億4700万キロワットに

なった。私が大臣になっていたころには，ここには発電所が1つしかなかった。それ

が今ではとてもたくさんの発電所があるだろう？60年には，60万日目の石炭を産出し

ていたのが，90年代には70万トンを産出するようになった。銅は，以前には採掘され

ていなかったが，70年代から約30万トンの採掘がおこなわれるようになった。モリブ

デンや蛍石の採掘も以前はなかったが，これらもまたおこなわれるようになった。ま

たモンゴルにはセメントがなかったのに，44万トン以上のセメントを生産するように

なった。今は，このうちのどのくらいを作っているのか知らないがね。

 牧畜国なのに，私たちはヒツジ毛をちゃんと利用することができなかった。モンゴ

ルのヒツジ毛は，毛織物には向かないのだ。それで，私たちは研究して，実験すると，
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絨毯製品に最適だった。そこで，絨毯工場を建設したよ。1960年代には手で作ってい

たのだがね。私が大臣だったころ，工場には，手で絨毯を作る唯一の作業所があった。

手製の時代には100㎡の絨毯を作っていたが，90年には200万㎡の絨毯を製造するよう

になった。200万㎡というのはすごい増加だろう？毛織物だって以前は作られていな

かった。私たちは毛織物工場を建ててね。以前，羊毛布をほんの少し作ってはいた。

初めて産業コンビナートが建設されると同時に，羊毛布を本格的に作るようになった。

最終的に，60年代に私たちは毛織物工場をもつようになった。90年代には，100万m

以上の毛織物を作っていた。ニット製品は，以前，まったく作られていなかったが，

60年に，13万7000枚のニット製品が作られていた。それが90年には40万枚作られるよ

うになった。これも，すごい増加だろう？

 今では，私たちは’いつも外国製のコートを着ているだろう？日本製のコートがモン

ゴルに輸入されているかどうか知らないがね。韓国製だの，ドイツ製だの，いろいろ

なコートが入ってくるようになった。モンゴル服というのは，都市生活にはあまり合

わないのだよ。モンゴル服は遊牧生活をしている人たちの服であって，都市の人問の

着る服じゃないのだよ。都市は暑いから，毛皮を内張りしたモンゴル服を着ていては，

仕事ができないのだ。そんなわけで，コートを作るようになった。60年には1万6000

着のコートを作っていたが，90年には6万4000着を作るようになった。スーツがあるだ

ろう？モンゴル人はそれを着るようになった。60年には3万2000着のスーツを作って

いたのが，90年には，14万着を作るようになった。今ではこういうのは全部なくなっ

た。60年に，29万mの天幕用フェルトを作っていたが，90年には70万mになった。この

ように，増加していたのだ。モンゴルでは，肉コンビナートを建てて肉の缶詰を作る

ようになった。なめし革の靴というのがある。今では，私たちはいつも外国製品を使

っているがね。これは，モンゴルの気候条件にはそぐわないのだ。90年に私たちは480

万足のなめし革の靴を作っていた。今では，その工場は貸し店舗とか，バーになって

しまっているがね。どうだい？

K：ここに書いてあるのをコピーしていいですか？

D：こんなに汚く書いたものが君たちに要るのかい？

K：必要です。

D：こんなふうに，成長したのだ。この数字を君にどういう目的で言っているのかと

言えば，どんなにたくさんの工場ができたかを示そうと思ってだよ。建てた工場の名

前をいちいち挙げるより，時間を節約してこういう経済的指標を言ったまでで，モン

ゴルの産業の発展を見せたかったのだよ。この発展の時代に，私はここで働く好機に

遭遇したわけだよ。

K：今数字で示してくださったことを，地図で示していただけますか？

D：ああ，そうしよう。
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llエネルギー部門と重］二業の発展

K：あなたは大臣に就任して以降，最初にどんな工場を建てたのですか？

D：とてもたくさんあるよ。私が大臣だったころ，皮革，毛，食料品工場は既に建てら

れていた。数えるか？

K：当初，どんな援助で，ロシア人とか，チェコ人とかが来て，どんな工場が建てられ

ましたか？

D：じゃあ，重工業から言うとだね，私が大臣だったころ，ウランバートルには，たっ

た1つの発電所があった。ウランバートルも大きくなっていってね。発電所が何を供

給していたかと言えば，第1に電力だった。工場という場所は，火力発電や水力発電

で，ウランバートルに暖房を供給していた。ウランバートルは大きくなるにつれ，た

った1つの発電所だけでは，まかなえなくなった。電力をとても消費してね。私が大

臣だったころ，新聞に通達を出して，ウランバートルの各区域の世帯を順番に停電し

ていた。若い大臣といっても，やはり面子というものがあるだろう？若い大臣が大き

な仕事をしている時に，真っ暗になるほど危険なものはなかった。そもそも，党中央

委員会の総大会というのは，とても重要な会議なのだ。そのときに停電になったり，

国家大会議を開いているときに停電になったり，外国から客人が来てレセプションを

おこなっているときに停電になるのは，とてもたいへんな問題だよ。そうだろ？大臣

が直接責任をもったのだから。明らかな事例を挙げるとだね。中国の代表団長として

周恩来が来たことがあった。それで，大規模なレセプションをおこなった。私は大臣

になって，妻を嬰って，私の第1子が生まれようとしていたころだ。妻はそのレセプ

ションに行かなくてはならなかったが，身重だったから，行くことができなかった。

中国大使館でおこなわれたそのレセプションに，私も行ったのだがね。Yu．ツェデン

バル書記長といったモンゴルの大物たちが，みな出席したよ。大臣たちも集まった。

それで，最初はうまく始まった。最初に周恩来が挨拶をした。乾杯をした。次に，Yu．

ツェデンバル書記長が挨拶をした。かなりいい具合に進んでいた。私はと言えば，会

議やレセプションに参加する時，そこで何がおこなわれているかはまったく関心がな

い。電気は大丈夫だろうかとばかり考えている。中国の外務大臣に陳毅という人がい

たのだがね。その店回が挨拶を述べていると，停電してしまった。もうどうすること

もできない。こういうようなことが，よく起こっていた時期だった。

 しかし，90年忌はもう停電しなくなっていたよ。冬に家の窓の防寒措置をするなん

てことはなくなった。90年代以降に，暖房が効かなくなったのだ。私と同じアパート

の住人たちは，「あなたが大臣だったころ，私たちは窓に目張りしなかったよ。もう今

は寒くて，凍えてしまうよ」と言うのだ。この電気を誰が供給するようになったか？

ウランバートルの第1，第3，第4発電所は，ソ連が建てた。第2発電所の建設のとき
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には，中国が援助した。ダルハン市やエルデネト市では，ソ連が発電所を建ててくれ

た。最初の高圧電流線を，モンゴルに取りつけた。このように，電気部門が進んだ。

鉱業部門では，ナライハ市の鉱山といって，ウランバートルから遠くない45㎞のと

ころにある鉱山の拡大作業をソ連がした。また，シャリーン・ゴルの炭鉱開発にも，

ソ連が援助した。ここで，重工業の部門では，ソ連の援助が中心を占めていた。これ

はどうしてかと言うと，資本金がとてもかかるものだからね。こういうものを建てる

ためには，借款をする。こういうふうに，鉱物や，燃料，エネルギー問題に関して，

モンゴルの国はたいへんひどい状態にあったのだが，短期間でこれを脱したのだタ。

K：第1発電所と第2発電所は，いつ建てたのですか？

D：第1発電所は，1934年に産業コンビナートが建設されるときに初めて建てられた。

それは1500キロワットのものだった。1500キロワットなんてたかがしれたものだよ。

60年代に第2発電所を中国人たちが建てたのだが，それは24メガワットの発電所だっ

た。これだって，そんなに巨大な発電所ではないよ。第3発電所は70年代に，第4発

電所は80年代に始動した。産業を発展させると言っても，そもそも単に産業ではなく，

それ以外にモンゴルの国民生活の需要を満たすうえでも，エネルギーはたいへん重要

な役割を担っている。例えば，家にどんなに素晴らしい冷蔵庫があっても，肉プロセ

ッサーがあっても，電気がなければ，どうするのだ？このように，国民生活から産業

発展まで，エネルギーは不可避的に必要になる。この問題をモンゴル国は短期問に首

尾よく解決することができたのだ。この問題を，このように解決して，さらにエルデ

ネト銅山を利用する問題が出てきた。この問題も，私たちはうまく解決した。1978年

にエルデネト工場が稼動し始めた。君は，エルデネトに行ったことがあるかい？

K：エルデネト市の銅工場には入りませんでしたが，エルデネト市になら行ったこと

があります。

D：君，その工場に入ってみなさい。ほんとに大きな工場を建てて，1978年に稼動させ

たのだからね。鉱物部門で，私たちは長年，成果のある働き方をしたよ。モンゴルの

各県で炭鉱をもつようになった。鉱床のない場所は別だがね。炭鉱のある県であれば

どこでも石炭が採掘されるようになった。どの県にもディーゼル発電所ができた。君

は，地方にいつも行くだろう？今は日本の援助で郡の発電所を再建しているよ。90年

以前は，どの県，どの郡にも，ちゃんと発電所があって，停電になることはなかった。

そのころは，電気というものは，単に生活の1問題というわけではなく，国家の大問

題だったからね。夜，本を読もうとすれば，どうするかね？そのつどランプの光で読

むかね？私はランプの光で本を読んでいたがね。君は，ランプを知っているかい？今

の若者たちがランプをもって，勉強していると考えてごらんよ。私たちは発電所を郡

ごとに建ててやった。県の需要を満たしたし，郡の需要もすべて満たしてやったのだ。

K：地方に発電所をつくったのも，あなたの仕事ですか？

146



・ダ・デ・ン P

D：そうだ。私たちの仕事だ。産業大臣をしていたころにした仕事だよ。モンゴルに初

めて高圧電流線を配線した。最終的に，私は党中央委員会の産業担当の書記長となっ

た。私はモンゴルの産業に関連するあらゆる問題に責任をもっていた。そのころの私

たちの党は，今のように議席のために争うことはない。人民の生活がどんな状態かに

よって，その仕事を評価する。君はこれを区別して理解する必要がある。今のこの新

しい党というのは，そもそも議席のためだそうだ。そんなことって，どういうことだ

い？政府の権利のためということだよ。政府の権利のためというのはね，どういうこ

とかって言えば，これは議席のためということだよ。そうだろ？私は本当のことを言

っているだけだ。

 私は3年前に知り合いの大臣の1人に会った。大臣室も広いものだ。中には，シン

ガポール製か，日本製かの家具が備えつけてある。大臣はポケットから携帯を取り出

して話をしている。車も外国車だ。日本製なのか，ドイツ製なのか，韓国直なのかは

わからんがね。西の車だった。私はその大臣に「君たちも，すごいじゃないか。執務

室も広いし，家具は外国製だし。車も西側のものになったし。だけど，仕事のほうは

駄目になったな。君たちは，こんな洒落た車に乗って，こんな洒落た部屋に座って，

人民の前を歩くのが恥ずかしくはないのかね？」と言った。私たちは悪い車に乗って，

任務をしっかりこなしていたよ。私たちの欠点だったかもしれないがね。いい車にも

乗らず，いい部屋にも居ず，いい家具も買わなかったというのはね。だけど，私たち

は人民のために全力投球していたのだよ。私たちはロシア製の車に乗っていた。私た

ちは外国の車には乗らなかった。私たちは，それを知らなかったからじゃない。私た

ちだって「メルセデス・ベンツ」や「トヨタ」という良い車があるのを知っている。

私たちはそれを買って贅沢をするよりも，その資本を人民のために使わなければなら

ないといつも考えていた。今は，それなのに，どうなっているのだ？公的な機関の長

と言えば，トヨタであっちこっち乗り回している。人民の生活がこんなふうだってい

うのに，贅沢をする必要はないのだ。そうだろ？私はその大臣に，「君の車に乗って，

執務室に入れば，すごいものだ。君たちが人民の前を歩くなんて，恥ずかしくなるっ

てものだ。こんな大臣など為なしだ」と言った。私たちの時代，大臣の言葉は，とて

も力をもっていた。大臣が決めさえずれば，それを実行していた。今は，大臣の言葉

と言っても誰も相手にしないよ。「ほざけ」とばかりに通りすぎるのだ。そうだろ？本

当のことを言うと，こういうことになるのだよ。

K：まあ，そうでしょうねえ。

12繊維工業の発展

D：さあ，重工業については，そういう感じだ。軽工業は，どんなだったかと言うと，
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毛と皮革：を主軸にしなくてはならなかった。この2つを完全加工して，最終製晶を作

ることを目指していた。私たちは，1年に30万枚のヤギ革：の服を輸出するようになっ

た。これは60年代のことだ。それは何か？これは大きな成果だった。350万ないし400

万近くの靴を生産して，人民の需要を満たしていた。それだけでなく，靴工場で生産

した靴を，私たちは輸出していた。チェコと言えば，靴の国だろう？そこは，私たち

のところがら靴を買っていた。

K：あなたが大臣になる前に，そういう工場はあったのですか？

D：なかった。私が大臣になったころ，コンビナートのいくつかの古い工場以外，工場

はまったくなかった。私たちは，ヒツジの革を加工してクロムなめしヒツジ革，ヤギ

革を加工して同じくクロムなめしヤギ革を作る2つの工場を作った。君は，クロムな

めしヒツジ革とか，クロムなめしヤギ革とかを知っているとは思うが。なめし革工場

といって，年間40万枚の牛革を加工する，そういう工場を設立した。また織物工場を

設立した。いくつかの洗毛工場を建てた。

K：どこに建てたのですか？みんな，同じ場所ですか？

D：違うよ。建てた場所を言ってあげよう。まず，ウランバートルに建てたのは皮革を

加工する工場だよ。牛革，ヤギ革を加工する工場だ。全部でウランバートルに20近く

建てたよ。

K：ウランバートルのどのあたりですか？

D：これは産業コンビナートにあるものだよ。身体さえよければ，ここにはこんな工

場があった，今は日本と中国のバーがあるとかいって，君たちに教えてやりたいよ。

これは韓国のバーになったとか言えるし。ここでは，昔，靴の製造をしていた，今は

中国のバーになっているとか言ってやるのだがね。ここの通産省の大臣にCh．ガンゾ

リクという若者がいる。知り合ってね。私をそのうちに招待することになっている。

いい若者だよ。私は彼に，「この工場群を報道して，宣伝をしよう！」と言ったのだ。

私たちがいかに青春時代を，全身全霊を賭けて建設したかをね。「今はどうなってし

まっているのかを君たちに見せよう！」と彼に言ったのだ。大臣は「そうしよう！」

と言うのだよ。今では，私たちの時代に建てた工場がすべてなくなった。私は最近身

体が悪くなって歩くことができないでいる。その工場の建物はすべて貸し店舗になっ

てしまった。現在，軽工業で稼動している工場と言えば，ウランバートルの絨毯工場

だけだよ。私たちは絨毯工場を3つ建てたのだよ。君，考えてもごらんよ。60年代に

私が大臣になったころは，約1000㎡の絨毯を製造していただけだった。そして私たち

は，ウランバートルの絨毯工場，チョイバルサン絨毯工場，エルデネト絨毯工場を建

てた。この3ヶ所の絨毯工場を建てた。洗毛工場を建てた。それ以前に私たちが毛をど

う処理していたかって言えば，家畜の毛は年ごとに用意するのだよ。そうだろう？そ

の幾分かは，ほとんど洗わずに，あるいは糞などを取る「冷洗」と呼ばれる洗いをし
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て，ソ連に輸出するのが常だった。こういう「冷洗」のほかには下毛工場もなかった。

最終的に，私たちは洗心用工場を4つ建てた。ウランバートルの洗毛工場を改装した。

チョイバルサン，バヤンウルギーに新しく建てた。モンゴル国では，年間に2万トン

の毛を生産しているのだがね。すべてを洗って，清潔にして，国内用の需要に向けて

絨毯を作った。余剰が出れば，外国に輸出していた。モンゴル人は，ニット製品はす

べて外国から買っていたのだがね。ニット製品は知っているだろう？織物とは別だよ。

ロシア語でトリコタージと言う。また各県には小規模ながら縫製工場がたくさんあっ

た。どの県にもそういう縫製工場があった。今では全部なくなってしまった。

K：全部なくなってしまった？

D：全部バーになったよ。そこではね，靴や，民族服や，コートや，洋服を作る。地方

製のものは，ウランバートルの人にはちょっと選り好みされて人気はなかったようだ

けどね。だが，地方にはとても必要だ。具体的に言えば，地方には「白底の靴」と呼

ばれる靴がたくさん製造されていた。今の子どもたちはもう知らないだろうがね。こ

の靴は，身体にはとても良い靴だったのだ。

 今の若者たちはイギリス製や，アメリカ製や，ドイツ製のゴム底の靴を買ってきて

履いている。今の20代の若者たちが50に近づいてくれば，腎臓病になる。ここの気候

条件はそうなのだよ。ここは，そんな湿気を帯びた靴を履いてはいけない場所だ。こ

のことを若者は判っていない。中国製の黒いサンダルを一時履いていたが，次は，西

洋製のゴム底の冷たい靴を履くようになった。ゴム底の靴というのはね，とてもひん

やりしていて，人間の身体には悪い代物だ。ここの，今の若者たちは，そういう靴が

いかしていると思うのだろうがね。ひょいとひっかけて動き回っている。若いときは

いいさ。けれど，そんな靴を履いていれば，40代，50代になってくると，腎臓がだめ

になってくるのだよ。腎臓以外にも，肝臓の病気にかかる。これは私たちの生活で試

験：済みのことだ。

 私たちは400万足の靴を作っていた。「白底の靴」というのは，半加工したウシの革

で作る，柔らかくて，ウマに乗って移動するのにとても適していて，足の部分が温か

い靴なのだ。それには唯一の欠点があったがね。水に濡れると，ちょっと伸びるのだ

よ。だから，ウランバートルの人は好んで履かなかった。乾燥したところで履けば問

題ないがね。モンゴルの土地というのは，とても乾燥しているのだよ。それに石も多

い。そんな窮屈なゴム底の靴でそんな場所を歩けば，簡単に使い物にならなくなる。

「白底の靴」は，すいすい歩き続けることができるのだよ。

 ある年，アメリカから，ある旅行者が「私は世界でこんな靴をずっと探していたけ

れども，見つからなかったのだ！」と言って，大量に「白底の靴」を購入して帰った

そうだ。妻や兄弟たちにも買ったと言うのだ。昔，アメリカでもそういう靴を作って

いたのだろうな。それで，なぜか結局作るのをやめたのだそうだ。それで，その人は
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手に入らなくなったのだろう？物の良し悪しが判る人たちというのはね，そういうも

のなのだ。

 こんなふうにして，軽工業では，すべての皮革や毛を加工して，国内用の需要を満

たして，余剰分を輸出していた。とくに70年忌から80年代には，かなり輸出していた

よ。

K：ロシアにも輸出していたのですか？

D：ロシアだけじゃなく，ヨーロッパの社会主義諸国であるチェコやドイツやブルガ

リア，ルーマニア，ハンガリーすべてに輸出していたよ。さあ，皮革：の問題はこんな

ふうに解決してね。

 次は，毛の問題がある。私たちは110万mの織物を作って，国内用に出荷していた。

私たちのところでは民族服を着るだろう？民族服は，毛織物で作ると暖かくて，雨が

降っても，内側に染み込まないのだよ。私たちは毛織物を，国内用の需要に応えるだ

けの量を作るようになった。これは，鼠毛を主成分として使う。細毛のヒツジは私た

ちのところにいたしね。太毛は2万トン生産していた。それは洗毛してから絨毯を作

って，国内需要を満たして，輸出していたことについては話したがね。私たちは200

万㎡の絨毯を作って国内外に出荷していた。これは，どこへでも出荷していた。日本

にだって出荷していたよ。

13食品工業の発展

 食料部門の状況はどうだったか？君の書いた記事に書いてあっただろう？モンゴル

は自分自身で原料を加工して，最終的な製品までを作るようになる必要があるという

考えだ。私は君と同じ考えだよ。家畜は単に世話をするんじゃなくて，単に肉を食べ

るためにじゃなくて，家畜から取れるものはすべて利用していく必要がある。私たち

の党や政府の方針は，まさにこの路線でやってきたのだよ。家畜からは，肉，革，毛，

乳が出る。ウランバートルには大きな肉コンビナートがドイツの援助で建てられた。

チョイバルサン市に肉コンビナートがブルガリアの援助で建てられた。ダルハン市で

は，肉コンビナートがハンガリーの援助で建てられた。それから，いくつかの県で小

さな肉コンビナートが建てられた。昔は，家畜のかなりの部分を生きたまま出荷して

いたが，すべて加工した肉にして出荷するようになった。モンゴルに初めて缶詰工場

が建った。肉の缶詰を作るようになった。今では作られなくなったと思うがね。年間

に2000万個の缶詰を作って，全ヨーロッパに出荷していた。

 私たちのところの肉の缶詰というのはだんぜん違うのだ。君の書いた記事にもある

がね。モンゴルの肉の素晴らしさを宣伝すればだね，基本的に野生動物の肉と同じな

のだよ。人間の身体にとても良い肉なのだ。君はヨーロッパとか，あっちこっちよく
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行っているだろう？向こうの家畜の肉というのはね，ゴムみたいなものだよ。そうだ

ろう？ぜんぜん味といというものがない。外見は良いし，小奇麗で清潔な包みに入っ

ているがね。私たちのところの家畜の肉はまったく味が違って，質が高いのだ。これ

について，私たちの首相と外国の大使とのあいだにあったおもしろい話がある。ここ

の首相に」．サンボーという人がいたのだがね。とても頭のきれる，すごい老人がいた

のだよ。外国の大使たちは首相に信任状を渡していたのだがね。モンゴルのJ．サンボ

ー氏は，彼自身，牧畜業の立派な専門家だからね。この方面で出鉱も本を書いたし。

J．サンボー氏はモンゴルの家畜の肉は良いという話をしたのだな。すると彼と会った

大使が，「閣下，ちょっとおうかがいしたいのですが。なぜ，あなたはモンゴルの家畜

の肉は良いとおっしゃるのですか？ヨーロッパのものと違いはないでしょう？なぜそ

んなことを言うのですか？説明してください」と言った。するとJ．サンボー氏は「ヨ

ーロッパの家畜は与えられたものを食べる。モンゴルの家畜は自分の好きなものを食

べる。だから，その肉はまったく違うものなのだ」と答えた。それはまったく真実だ

よ。

 君は，内モンゴルでは定住化政策に移って，家畜と人間が一ヶ所に集中して，たい

へんな状況になっていることについて書いているがね。あそこの家畜は，草原を歩く

ことを止めてしまい，自分で戻ってきて，飼料を用意してある柵の中に走ってくるよ

うになった，と書いてあったな。家畜が草原を移動すれば，安．ヒがりに飼育できる。

私たちは家畜を生きたまま輸出するのをやめて，3つの大きな肉コンビナートを建て

て，それだけじゃなく，缶詰を作るようになった。

 私が大臣だったころ，日本に馬肉を輸出する話をして，実現しそうなところで，あ

えなく頓挫した。その後20年たってやっと今になって，日本に馬肉を輸出し始めてい

るのだ。物事というのは本当に奇妙なものだよ。人間というのは皆同じように考えて

はくれないのだから。先導力がなければ，どんな仕事も頓挫するものだ。私の知り合

いに林という日本人がいたのだけどね。その人はもう亡くなった。とても良い人だっ

た。とても年を取った人だった。その人がモンゴルに来てね。私は彼に馬肉の取引を

持ちかけた。「モンゴルにはウマがたくさんいる。それを日本に宣伝してください。私

がウマを用意しますから。肉コンビナートを活用しましょう」とね。モンゴルの肉コ

ンビナートは季節的にしか稼動していない。ちょうど今ごろなら動いていると思うが

ね。7月から12月まで動いていた。モンゴルの家畜は追い立てられて連れて来られる

わけだから，季節的に動いていたのだ。冬に家畜は連れて来られないということだよ。

けれどもウマなら冬にも連れて来ることができる。ウマならちょうど冬に肥えている。

だから，肉コンビナートが停止する時期から，ウマをほふって日本に出荷する案を出

したのだ。林氏はとても良い人だった。私は日本に行って，食料品の輸入規定を知っ

た。日本はかなり高い基準を課すところだね。衛生面でとても厳しかった。そこで，
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私は二二にさらに希望を出した。「馬肉の脂を入れる容器と，容器に入れるための機

械と，ビニール袋などを輸出してください」と頼んだ。2人でこう合意して，かなり

長いあいだ話し合った。

 話し合った後，私は通産省の者たちに命じて，トゥブ県で1200頭の若い良馬を用意

させた。老いたウマの肉はとても硬いからね。3歳馬や4歳馬なら，かなりおいしく

て柔らかい肉をしているのだ。ウランバートル市はトゥブ県内にあるからね。日本は

食料品の輸入に，とても厳しくチェックをするからね。そうだろう？農林水産省がと

ても厳しいチェックをするのだな。嘉島は春に来てね。それで，彼に「秋にもう1度来

てください」と頼んだのだよ。あれは何年だったかなあ。77年だったように記憶して

いるがね。林氏は，「秋に私は農林水産省の専門官と一緒に来ます。その人が，ウマを

どのように，どんな条件で屠るかを見ます。現場を見てから，許可を与えます」と言

って帰った。今，日本に農林水産省はあるのかね？こんなふうに私たちはウマの用意

をして，工場をいつでも稼動できる状態にして，ずっと待っていた。

 そして秋に彼はやってきた。農林水産省から2人の人間を連れてきたよ。私が担当

して会った。モンゴルの肉コンビナートもよくできたものだよ。ウランバートルの肉

コンビナートは，年間に120万頭のヒツジとヤギ，12万頭のウシをさばく能力があるの

だ。この力は大きいよ。ときには，この工場で故障がおきたり，調子が悪かったりし

て，血や血塊が出ることも起きていたがね。そもそも，肉工場というものがたいへん

なのだ。私たちはよく洗浄して，さらに清潔にしていた。だいたいは，きれいな工場

だよ。ドイツ製の機械が稼動する工場だ。軽・食品産業面の副大臣は，日本から来た

人たちを連れて，工場を見せて回った。その後，肉コンビナートの製造品のところに

寄った。どんな製品を作っているかを見せた。私は副大臣からあとで，「どうなっ

た？」と聞いた。「とてもよかった。たいへん満足だ！」と言う。私は彼らが帰国する

前に，招待して会った。彼らは1週間して帰った。人間は人問だろう？日本人でも同

じだし，ロシア人，モンゴル人でも同じだ。人は人だ。付き合いというものから，た

いてい事はなるのだよ。私は林氏に好感をもった。「大臣閣下，私は正直に言います。

私はモンゴルに来るにあたって，どんなふうに考えていたかと言えば，私は基本的に

モンゴルで肉を買い付けないだろうと思っていました。なぜなら，モンゴル人たちは

家畜をどのように屠るかというと，ウシをたたいて横倒しにし，ヒツジは仰向けにし

てから，みぞおちの部分を切り開きます。そんな野蛮な方法で屠るモンゴルから，日

本がどうして肉を買うでしょうか？私は基本的にモンゴルから肉を買うことはないだ

ろうと思ってやって来ました。あなたがたのところの肉コンビナートを見ると，私た

ちのところにあるような肉コンビナートです。ヨーロッパ式の嵩級な設備があります。

すばらししい肉コンビナートです。ここから肉を買うのに，私たちには何の躊躇もあ

りません。あなたがたの同僚の人たちは，私たちを連れてウマを放牧しているところ

152



P．ダムディン

を見せてくれました。200頭ずつ入れた6ヶ所の1200頭を見ました。ウマは本当に素晴

らしく太っていて，若いし，工場もこんなに素晴らしい。私たちには何の躊躇もあり

ません」と言う。君たちはヒツジを屠っているのを見たことがあるだろう？その人は

そういう理解でやってきたのだよ。すると林氏が，「私はあなたに1ρアドバイスを

したいのですが，よろしいですか？」と言う。「かまいませんよ」と応えた。「モンゴ

ルでは肉に，〈ウランバートル肉コンビナート〉と英語で書いて，日本の何々という

場所と住所を書いてください。英語のラベルを作るということですよ。中に入れるも

のはわかりましたから。とにかく，この英語のラベルをきれいに美しく作って貼って

ください。そうすれば，あなたのところの肉を日本は買うよ。ラベルを改良して貼っ

ていれば，中に入っている肉については申し分ありません」と言う。こんなふうにア

ドバイスしてくれたよ。モンゴルで作ったラベルがちょっと見栄えしなかったのだな。

私たちのところでは，英語を知らないものだから，ちょっと無骨なものを作ったのだ

ろうと思う。こうして，私も喜んだし，林氏も喜んでいた。

 当時，外国貿易の条約は軽・食料品産業省ではなく，国際通産省がおこなっていた。

私も条約がどうなっているかなあと内心思っていて，様子をうかがっていた。林氏は，

ある日やって来た。気分がまるですぐれないようで，顔色も悪い。年も取っている人

だがね。「大臣閣下，私は明後日帰ります1」と言う。「例の件はどうなりました

か？」と私は聞いた。「あなたがたの国際通産省は，まったく用なしです。すごく高い

値をつけてきます。モンゴルの馬肉1トンを1400米ドルという，国際的にありえない

高値を言っています。私はモンゴルの国際通産省の大臣と会いました。彼に頼んでみ

ましたが，どうしょうもありませんでした」と言う。1200頭の肉と言うのは，かなり

の量の肉だよ。100トン以上になる。そのままだったら，約200トンになる。彼は日本

でかなり宣伝をしたのだろうと思う。「モンゴルから馬肉がくる」と言って，宣伝をし

ていたのだろうな。アメリカから馬肉の腸や内臓を自分のところにくれという申し出

も彼のところに来ていた，と言うから。二重にも大きな騒ぎになってね。モンゴルの

馬肉というのは珍味だよ。健康にもとても良いし。とくに，血圧を上げたり，血管を

太くしたりするのにとてもいい。馬肉は金持ちだけが食べるものだった。普通の庶民

には手に入らないのだよ。だから，彼は買い付けに奔走したのだろうな。それで，林

氏は「モンゴルの国際通産省は，まったくもって用なしです。利益を得ようというの

は誰しも考えることです。日本も考えるし，モンゴルも，ロシアも，ドイツも考えま

す。誰しも利益を考えます。モンゴルでは，1トンを1400米ドルで売ると言うのです。

それで，私は企業秘密をもらしました。私はウランウデに行ったことがあり，そこで

モンゴルのウマを屠って私に売ることになっていました。私はそのウランウデから，

ロシアから買い付ける契約書を見せました。もともと見せるようなものじゃありませ

んがね。国際的に考えられない，慣例にないようなことを話すので，腹が立って，企
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業秘密をもらして，ウランウデのロシアと締結した契約書を見せました。そこには950

米ドルで買うと示してありました。ところが，モンゴルでは1400米ドルです。ドルと

いうのは，とんでもなく高いものです。モンゴルの人たちはとても注目しています。

とくに軽・食料品産業省がとても注目しています。私たちは初めてこういう取引をし

ょうとしています。日本に肉を輸出するということは，これから何年にもわたること

になると見積もって，あなたがたの馬肉を1100米ドルで買おうというわけです」と話

しました。それなのに，あなたがたのところはまったく取り合わないのです。私は万

策つきました。もう帰ります。けれど，あなたにあげるつもりで用意した梱包容器の

機械と，ダンボール，ビニール袋など，山のような物資がナホトカの先の税関のとこ

ろまで来ていて，もう2ヶ月も待機しています。かなりの金を払い続けているので

す」と言って，彼は帰っていった。とても気の毒なことになっていることが私にも判

っていた。だからといって，どうにもなるものじゃない。最終的に，私は国際通産省

と仲が悪くなって喧嘩して，事が終了した。昨年，バガハンガイの肉コンビナートか

ら日本に馬肉を出荷し始めたと私は新聞で読んで，「時代も変わったものだ」と思った。

当時も，私は悪くはない考えをしていたと内心思っていたがね。20年前に出荷し始め

ていたら，これまでの期間にちゃんと道がついて，恒常的なものになっていたよ。こ

んな具合に，肉や，肉問題を決めていたよ。

 じゃあ，小麦の工場はどうだったかというと，モンゴルでは，80万トン以上の小麦

を収穫して，20万トン以上の小麦粉を作っていたよ。小麦粉の余剰分は輸出していた。

小麦粉を作って，小麦粉を輸出していた。今では，モンゴル中，中国製の小麦粉であ

ふれている。そうだろう？こんなふうになってしまった。小麦粉工場は，ウランバー

トル，スフバートル，フブスグル，ボルガン，オラーンゴム，ハラホリン，バヤント

ゥメン，チョイバルサン，ヘンティーの，この8つの場所に建てて，この小麦の問題

は片づけた。

K：今，ウランバートルで小麦粉工場は稼動しているのですか？

D：している。昔には及ばないがね。肝腎なことは，ウランバートルの小麦粉工場が，

外国から，カザフスタンから小麦粉を買っていることだよ。これは何の必要があると

いうのだ？私たちはかって80万トンの小麦を収穫していた。君，考えてもごらんよ。

80万トンの小麦を収穫iしていた。去年は，やっと20万トンの小麦を収穫した。80万ト

ン収穫して，自分たちの需要はすべて満たして，小麦粉と小麦は輸出に回していたの

だよ。

K：私は20年前ウランバートルに留学していました。そのころは外国に輸出していま

したよね。

D：こんな具合に小麦粉の問題を解決した。モンゴル人には，1つ奇妙な習慣がある。

ビスケットや飴をよく消費するのだ。君が家庭を訪問すると，必ず容器に入れた飴を
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差し出してくれるだろう？それはとても重要なことなのだ。昔，コンビナートを拡大

した。新しいコンビナートを設立した。ダルハンに新しいコンビナートを設立した。

これで，飴の問題が解決された。

 モンゴル人はパンを食べる習慣がなかったが，パンを作るようになった。第1，第

2，第3パン工場をウランバートルに作った。大きな工場だよ。どの県も自前のパン

工場をもつようになった。ウランバートルには2つの工業地区があるのだ。産業コン

ビナート区域と，トルゴイト区域だ。これは，さっき話した発電所と関係がある。食

品工場はたいていトルゴイト区域にある。そこには，肉コンビナート，小麦粉工場，

飴とケーキ工場がある。皮革：や毛の工場は産業コンビナートの区域内にある。飴とビ

スケットなどの外国から買っていた品物を自分たちで作るようになった。

K：ビスケットも作っていたのですか？

D：もちろんだ。今では，ウランバートルの市場に入ると，いつも外国製のビスケット

ばかりあるがね。

K：今，モンゴルでビスケットはなくなったのですか？

D：あることはあるだろうね。激減しているよ。こういうように，私たちは人民の必需

品である民族服，靴，洋服，食料品すべての需要を満たして，主な食料品では，砂糖

だけは外国からいつも買っていた。酒やジュース類では，ビールや蒸留酒，ジュース

のすべてのものを自分たちで作っていた。今，ウランバートルには外国産の酒があふ

れている。しかし，このように，私が大臣だった60年，70年，80年代の30年間は，人

民の必需品すべてを満たして，余剰を輸出していた。それなのに残念なことだ。君た

ちも見てのとおり，今日では，この10年のあいだに，これらすべてのものがなくなっ

て，せっかく建てたものをだめにしてしまった。

14私有化の失策

 ここで，私はあることをちゃんと言おうと思っているのだ。近年，ここの工場群が

閉鎖した理由について，「物知り」（民主派連合系の政治家をさす椰楡的表現）たちが

説明しようと努力している。「物知り」というのを君は知っているかい？モンゴルには

「物知り」があふれ返っているだろう？君は「物知り」たちの知り合いか？「物知り」

がここにはけっこういるのだ。

 彼らは，「ああだ，こうだ，こんなあんなの社会だ」と言って回る。歴史をとても歪

曲する。君は歴史を知っているか？歴史を知らない人間は歴史を歪曲するのだよ。彼

らはここには牧畜の原材料を加工する工場，とくに，食品工場がストップしたことに

対して誤まった説明を与えている。「私たちのところの工場は遅れている。ソ連やチ

ェコやドイツが建ててくれた工場はみな時代遅れの技術だから，市場の要求に応えら
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れないでいる。仕方なく手を上げて降参した」と皆話している。これは自分の起こし

たまちがいを弁護しているのだ。自分たちのまちがいを正直に認める力がないことの

証拠だ。私はこの説明は受け入れることができない。私たちの工場は近代的な工場だ

よ。君，考えてもみてくれ。イギリスには今だって18世紀に作られた大規模な工場群

がそこにある。19世紀に作られたものだってそこにある。アメリカだって，日本だっ

てそうだ。それをどうするかと言えば，建物を修繕し，技術を革新する。そうするの

であって，今この私たちの「物知り」たちのように説明ばかりして座してなどいない。

 だいたいこの「物知り」たちだって，私たちと同じように2本足で，靴を履くだろ

うと私は思う。「物知り」たちだからといって，足が4本あったり，私たちが作ってき

た靴や服が合わなくなったりしてしまっているとは思わない。同じようなものである

はずだよ。彼らの説明は，国内外の人たちに誤った理解を生じさせている。これはた

いへん悪いことだ。

 私たちの工場に遅れた点があったかね？たしかにあった。悪い面があったかね？も

ちろんあった。けれどもそれは，どこにでも常に存在するものだ。それじゃあ，どう

ずればいいのか？この10年間で悪いところを改善して，良いところはそのまま残して，

もっと良くしなければならない。1つだけ例を言おう。400万足の靴を作っていた。こ

の靴を履いたモンゴル人たちは健康に暮らしていた。今，その400万足の靴がなくなっ

た。もし，その靴を改良していたなら，モンゴルの条件に合った素晴らしい靴ができ

たはずだ。しかし，その工場はいまや，中国のシャツを縫ってアメリカに輸出する工

場になってしまった。あの靴工場をつぶしてしまったのだ。こんなふうにしては駄目

だよ。私有財産化がモンゴルで実施された。

 私有化の施行はもっともなことだろうと思うがね。靴工場の6階建ての素晴らしい

建物がある。近代式の設備がすえつけられていた。設備のいくつかは若干老朽化した

という面はある。それを改良して，活用すればいい。私たちのこの頭のよい「物知り」

たちは私有化のやり方をまちがっている。私なら「頭が悪い」ながらも，私有化をも

っと別の方法で進めたよ。工場を買い取っているような人は，「とても豊かな人」だよ。

それは，しかし，一種のペテンが横行しているのだ。国の銀行から巨額の金をインチ

キで引き出したのだ。たとえば1．ルバグワスレンが銀行主とするだろう？「じゃあ，

君，私に20億トゥグルグ貸してくれ」とインチキをして受け取る。その金で工場を買

い取って，その建物を中国人に貸して，借りた金を取り戻すのだ。私有化をする必要

はある。国の背中にすべてがのしかかっている状態はたいへんだろうとは思う。けれ

ど，私有化をするときに，こんなふうにしてはだめだ。

「さあ，この400万足の靴を作る工場だがね。もし，工場を君が買うのなら，生産を400

万足以下に落としてはならない。モンゴルの人ロは子どもの数と合わせて250万だ。だ

から，この数を落としてはならない。一番重：要なのは，作っている靴を，おしゃれで
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質の良いものにしろ，ということだ。こういう条件付きで君にあげよう1」となれば，

私有化もうまくいくはずだよ。こういう条件も課さずに私有化すれば，軽工業をだめ

にして，君の書いたあの記事にあるように，牧民を市場から切り捨ててしまう。こん

な状態で，牧民はどうなる？お金を払う者にだけ家畜の毛や皮革を売る以外にどうし

ょうもない状態になる。もし昔どおりであれば，このシステムはもっと練られたもの

になるよ。私は，工場群の私有化には道理があると思う。けれど，賢く，道理をわき

まえて私有化を進めなければならないと思うのだ。そうしていたら，君があの記事に

書いているように，牧民大衆を市場と結びつけたままにしておくことができたのだ。

 私たちのところには，農牧業関係の協同組合が259ヶ所あった。このすべてを一掃し

てしまったのだよ。こんなふうにしてはだめだ。農牧業の協同組合を廃止するのはい

い。だけど，家畜は本当に家畜を飼う人に与えて，農牧業の協同組合は牧民から皮革

や毛を買い付ける。そのかわり，牧民のお茶や木綿や食料品といった需要を満たして

ゆくべきだ。このつながりを断ち切ってしまっているから，牧民は市場にたいして，

どんな取っ掛かりもなくしているのだ。これで誰が得をしているのかね？1台のジー

プに乗って，後ろに10数台の車を引き連れて，赤や黄色の柄のついた巻きタバコを口

にはさんで，懐には2，3本のナイフをしのばせた商人だけが得をしているのだ。こう

いう輩が来て「カシミヤを買う」と言ったら，牧民たちは売る以外にどうするのだ？

彼らには，小麦粉や，米や，砂糖や，服や，布を買う必要がある。私はこめことを単

に1つの誤りではなくて大きな政治経済のまちがいだ，と理解している。そうだろ？

違うかい？私はまちがったことを言っているかね？まちがいなら，許してくれ。私は

この工場群を建てさせた人間として，これらがこんなふうに崩壊してしまったことが

残念でならない。本当に残念だ。そりゃあ欠点はあったかもしれない。だけど，その

欠点を直してゆくことが必要なのだよ。

 私たちモンゴル人には，素晴らしい慣習が1つある。父母の住んでいた天幕を，自

分の育った家といって，どんなときもっぶしたり捨てたりはしないのだ。きれいに直

して，屋根棒や壁に色を塗りなおして，壊れたら修理して，その悪い黄色いフェルト

を新しい自いフェルトにして，中も外も白いカバーに交換して，父母のいくつかの長

持ちを新しい長持ちにして，こういうようにして，父母の炉をそのままにして，ずっ

と燃えさせていくのだよ。今みたいに，壊して捨ててしまって，よくなるなんていう

ことはない。これは炉を継承するモンゴルの伝統なのだ。今，遊牧文化，文明と言っ

ているだろう？この遊牧の文化文明というのは，科学上の大きな理解の仕方だ。遊牧

生活というのは遅れたもgではない。自分の生活をそこにある環境に合わせて処して

いく知恵なのだ。それに合わせて，もっと改善するかわりに，せっかく作ったものを

壊して捨てている。私たちのところの者は，イギリスやアメリカでちょっと勉強した

のだな。しかし，彼ら外国人の生活というのは，まったく異なるものだよ。それで，
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この10年の間につぶして捨ててしまった。ようやく，もう1度産業を復活させようと

する課題が設定されるようになってきた。

15産業復興のための施策

K：今，どうやって復活させるのでしょうか？

D：かなり思い切った策をいくつか取る必要がある。今みたいに無秩序ではいけない。

モンゴルは，飛行機やトラクターや自動車を作らない。モンゴルで作るものは，皮革：

と毛だ。私たちの中心品目と言えば，これだよ。私は遅れていて，考え方がまちがっ

ているかもしれない。モンゴル国は毛や皮革を輸出しないという決定を出せばいいの

だよ。それでもし，これらのものを国境で輸出すれば，罰金だ。そうやって，牧民か

ら国に毛や皮革を納めさせる。私たちはその見返りに彼らの面倒をみる。そうすれば，

その工場群が稼働するための原料を得ることになるだろう？ところが，いまはどうな

っている？モンゴルの毛を買っているのは，中国商人たちだけだよ。モンゴルの皮革

も彼らだけが買っている。そして，工場は原料もなくストップしている。そうだろ

う？私はこれが理解できないでいるのだ。こんな政策って，どうなっているのだい？

こんな状態で，どうやって工場を復活させることについて話すのだ？

 今，私たちのところでは，あたらプログラムというものをするようになった。カシ

ミヤを加工する工場のプログラム，皮革製品を加工する工場のプログラム，播種プロ

グラム，とかなんとか，プログラムのないものがなくなった。いまや，妻と私2人の

食べていくプログラムが欠けているくらいだろう。モンゴルにプログラムのないもの

はない。それでいて，そのプログラムが実現しているということはまったくない。そ

して，そのだめな理由を説明するのに，とても変な言い回しをするのだ。いや，私は

その言い回しを思い出せないな。トグトルッォー（体系・構造）だったかな，ツォグ

ツォルボル（全体構造）だったかな，そいつがまちがっているから実現できないと言

うのだ。1つ，そういう言葉があるのだ。私たちの高官たちは始終言っている。それ

は，あらゆる無責任な，無秩序の状態を隠蔽する説明だよ。近年，資産を食いつぶす

ことがよく起こっているだろう？これは私有化の方法をまちがえたから生じているこ

とだ。私有化の方法をまちがったことをずらして，トグトルツォー（体系・構造）が

まちがっているからこうなったのだ，と言うようになった。こんなふうに大衆の頭を

掩乱しているのだ。それから，マネージメントという言葉をよく用いるようになった。

牧民にはその言葉が判らない。「あなたのところの毛は加工がまずかった」というかわ

りに「マネージメントが悪い」と言う。牧民はこんな言い方を理解しないよ。このよ

うに，いくつかの外国語やモンゴル語で戯れているのだ。これはとても危険なことだ。

それだから，私たちの建てたものをすべて駄目にしてしまっているのだよ。
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 今日，モンゴル人民革命党は70年間，人びとを誤った生活に導いた，と言われてい

る。誤った道で生活させてきたわけではない。私たちはモンゴル人民のためによかれ

と思って，すべてやった。仕事をしている人間はまちがいもやらかすものだ。けれど

も，今のこの若い人たち（民主同盟の陣営）のように，人民の暮らし方を誤らせては

いなかったよ。もちろん至らない点はあったかもしれない。私は最近，ある人の書い

た論文を読んだ。秩序というものは，どの時代にもあるべきものだ。今，私たちのと

ころは秩序がなくなった。秩序の上に民主化があるべきだ。本当のところ，民主主義

というものは，それ自身が秩序なのだ。民主主義のない秩序は独裁になるという。私

たちの民主化には秩序がないものだから，無政府主義になった。昔は，秩序はあって

民主主義はなかったから独裁だった。昔は独裁で，今は無政府主義になってしまった

のだ。基幹産業を興すのに，私たちのところに，今，何がある？500～600万頭のヒツ

ジとヤギの皮革だけがある。3000トンのカシミヤだけがある。2万トンの羊毛がある。

穀物を植えるなら，100万ヘクタールの土地がある。すべてのものは常にあるようにあ

るあだよ。一方で原料があるし，他方でかつての工場で働いていた技術者や労働者が

ちゃんといる。残念なのは，近年，その技術者や労働者たちが雑貨小売店を出したり，

市場で商売したりして，いなくなってしまっていることだ。私が君に言っていた，約

10万人の労働者たちは失業して路頭に迷った。抜け目のないものは，ブローカー的商

売に走った。そうだったとしても，彼らはその仕事の修練を積んでいるから，もう1

度集めれば働くことができる。

 私たちは以前，労働者たちをどうやって育てていたのかという問題がある。牧民を

労働者にするということは，大きな意識的改革がおこなわれていることなのだ。牧民

を連れてきて，すぐに労働者になるのは単に最低限の労働賃金で決まるという問題で

はない。昨日までウマに乗って気ままに自由に爽快な風のなかで駆け巡っていた人間

が今日，急にある騒音の激しい変な匂いのする建物のなかに入ってきて，労働すると

いうのはたいへんな問題だ。私たちのところには労働者階級は存在しなかったからね。

労働者階級というのがまったく新しく生じたのだ。今では，労働者の子どもは労働者

となり，そのまた子どもは労働者となる，いい時代が来ている。

 労働者を養成するシステムがあった。細分化された専門技術のエンジニアや技術労

働者は，社会主義諸国に留学させていた。また，細分化された専門の労働者に，修士

号をそうした国々で取らせる。それと同時に，私たちのところでは30以上の技術専門

学校が建てられていた。これは2年制の学校だった。ここで，子どもたちは8年生を

卒業して入って，10年制学校の教育を受けて，2年間の専門的訓練を受けて，専門労

働者となって卒業していた。これは70年代から80年代までにあった学校だ。今はこれ

らすべてが「バー」の技術専門学校になった。今や全てない。なかには，県にも技術

専門学校があった。こういう学校で専門の人たちを養成していた。私たちの軽・食料
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品産業部門で働く職工，靴職人，皮革職人，機械組立工，手仕上げ工などの各種の専

門の人たちを養成していた。食品技術の専門学校では，パン職人，菓子職人，飴職人

など，その部門で働く人たちを養成していた。また，外国の技術専門学校では，細分

化された専門の人を養成していた。このようにして，中心的な専門の労働者たちを技

術専門学校で教育し，養成していた。

 また，専門のない人も働かなければならないだろう？すべてを学校で養成しなけれ

ばならないということはなかった。そのような人たちに，工場の訓練を経験のある労

働者が指導していた。そうした人たちは1ヶ月か，2ヶ月の講習会を受けて実習して

労働者になる。このような道で養成した労働者階級は，10万人くらいになった。今，

彼らの子どもたち，彼らの子どもの子どもたちは労働者となっている。私たちはこん

な素晴らしい時代に至ったのだ。それなのに，彼らたちを路頭に迷わせてしまった。

この停止した工場群を復活させることはできる。少しばかり金と時間は必要だがね。

壊れた建物は修理する。バーの戸棚を取っ払って捨てて，そのかわりに基盤となる機

械をすえつける。これは可能な問題だ。ただし，金は必要だ。

 私の心を悩ませているのは，もっと別の事だ。失業して，壊れてしまったこのたく

さんの若者たちを，どうやって正すのか？これこそ最大の難問になっている。以前は，

その，たくさんのまともな労働者の若者たちがいた。この過去10年に10歳だった子ど

もたちは路頭に迷って今や20歳になった。彼らは何の専門もないし，教育も受けてい

ない人間だ。それは誰だ？それは，強盗，殺人者，泥棒，といった最も危険な人間に

なる。本来なら，素晴らしい青春時代だよ。なのに，専門もなくなってしまった。工

場なら，復活させることはできる。専門の労働者も養成できる。これをするには10年

から15年かかる。私たちが最初に，建物がないときに建てて，どの労働者を国内で教

育を受けさせ，どの労働者を国外にやり，どの労働者を教育し訓練するかを決めて，

外国からは専門家を招いて，自分たちの年配の労働者の研修をおこなわせることがで

きた。私が大臣になっていたころ，労働者階級は2万人ほどだったのが，80年代の後

半には10万人以上になったのだ。みな専門の人たちだった。専門の人というのは，機

械を技術でちゃんとこなせるし，労働の生産性も高いのだよ。こうやって，私たちは

養成することができていたのだ。

 この10年のあいだに，素晴らしい専門性をもった若者たちを髪髭させた。彼らを元

に戻すには，10年，20年かかる。君たち，考えてもみてくれ。今，’10歳の子どもが父

母に追い出されて，路頭に迷って街路で生活をしている。この子どもたちはどんな教

育を受けるようになるかね？何の教育もないまま，泥棒や強盗になる。彼らは大きく

なって「私が子どもだったとき，誰が世話をしてくれた？誰も世話などしなかった」

と言って社会に復讐するままになるよ。その人の生活が60年，70年と続くことを思え

ば，彼らの子どもたちにも悪影響を及ぼすことになるだろう？こういうように不幸な
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世代は続いていく。だから，私の心を一番心配させているのは，このまちがった道に

突っ込んだたくさんの若者たちの問題なのだ。これらをもとどおり，私たちのいた時

代のように，教育があって，しつけもあって，秩序があって，就職させてやるのに何

年もかかる。これはもっとも危険な問題になっている。

 90年に，モンゴルの人びとは，みな読み書きができ，読み書きのできない人はいな

かった。今，どこもかしこも，そういう若い人が増えている。今，兵役に行った若者

たちがお互いを撃ち合って殺しあっている。昨日の新聞にまたそういう記事が出てい

たよ。彼らが殺し合うのも当然だよ。その子どもたちは18歳頃なって，兵役に行って

いるのだから。10年間は浮浪者生活をしていたのだから。彼はどんな文字だって知ら

ないし，どんな教育もない人間なのだよ。そういう人間の手に軍隊で銃をもたせて，

別の誰かを撃ち倒させているというわけなのだ。これは単に1つの問題ではない。こ

れは大問題なのだよ。だから，このモンゴルを復活させるということは，かなり厳し

い建て直しであり，相当の努力をして実現させる問題だ。単に1つのプログラムをつ

くって実現するという問題ではない。今や，モンゴルでは，そうしたプログラムとか

いうものをかなりするのだ。そこには，大きな目次がつく。今，仕事をするために，

例のトグトルトォー（構造）か，トヒロツトォー（整合性）か知らんが，ことをうま

く調節しようとして，1つの大きなことになるんだ。今，私たちに話し合いがない日

なんてなくなってしまった。私はそれを記録したことなんてないがね。

 「ゴビ」コンビナートを建てるときに，多いときは60～70人の人が来て，この工場

を建てたのだよ。稼働したあと，私たちは日本から2，3入の専門家を招いた。招くと

き，私たちは単に招かなかった。本当の専門家を招いた。その人が来て，先生をして

もらう人をちゃんと決めていた。やってきて3ヶ月間働くという期間も決めていた。

彼らはやってきて，決められた期間，決められた人たちを教育して帰った。こういう

ように，すべてのことは明らかでなければならないよ。今の話し合いでは，それこそ

話し合わないテーマというものがない。そのうち，このトゥッツや商品の問題で話し

合いがなされることになると思うよ。日本やアメリカのバーがどのように建てられて

いるのかを教えてもらうことくらいが，せいぜいまだ話し合われていないくらいだ。

ウランバートルでは，毎日，チンギス・ホテルで，イフ・テンゲルで，と会議や話し

合いがおこなわれ続けている。会議や話し合いをするのはいい。私たちモンゴルには

こんな諺がある。君たちなら，おおかた聞いたことがあると思うがね。

 会議が増えれば仕事が悪くなっている証拠

 ホーショールが増えれば肉が悪くなっている証拠

と言うのだよ。肉が悪くなってきたら，ホーショールを作って，さっさと調理してし

まうのだ。これは至極，的を得た言葉だよ。今，私たちのところでは1日に何十回と

なく会議がおこなわれている。こんな調子だから，この会議と話し合いの周題は，よ
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く検討してみなくちゃならない問題の1つだ。君があの書いた記事に，内モンゴルと

関連づけて，とても正しい問題を提起していたね。

 私は今日，君に会ってとても嬉しいよ。これは私の話した事から，私たちにとって

必要な考え方や急所を取り上げて仕事に用いてくれるなら，これぞ，君から私たちに

くれている援助だよ。日本の人たちが世界の多くの国のなかで，モンゴルのこの厳し

い時期に，真っ先に助けているのだよ。私たちは同じ大陸にいる。アジアの国という

点で，親切にも助けてくれるのだと理解している。しかし，この援助を賢明に利用す

る必要があるよ。佐藤紀子という人が1つ記事を書いていたがね。その人は，日本の

与えた援助がウランバートルに来るとなくなってしまって地方の人々に届かない，と

言っている。だから，もらっている援助を何に使っているのかを，賢くしっかり考え

る必要があるのだよ。外国人を招くときだって，きちんと道理をもって対応する必要

がある。私たちは，本当に必要な事柄に対して援助をもらう必要がある。その高度に

発展した国々には，1つ難しい問題がある。彼らは，自分たちの秤で計っているのだ

よ。彼らは自分たちの秤で計って，こうあるべきだといった助言を与えていることが

多い。私たちのあの「物知り」たちも，ちょうど彼らの真似をして，そうするのだと

言って突っ走ってしまう。彼らの与えた助言には，私たちの生活に合わないものがた

くさんあるのだ。だから，会議や話し合いはかなり合理的におこなう必要がある。

16カシミヤ工場「ゴビ」の建設

L：「ゴビ」コンビナートが稼動し始めたとき，あなたはこの問題の責任者でした。こ

の工場を建てた経緯を話していただけませんか？

D：この面で，私は話そうと思っていた。私は，毛と食料問題を解決したとさつき話し

ただろう？60年～70年代に私たちが解決できなかった問題は1つあった。それ1ま，ヤ

ギのカシミヤとラクダの毛を加工する問題だったのだ。モンゴルのラクダは約80万頭

に達していたのだよ。今は減少して20万頭になっていると思うが。ラクダの毛を私た

ちは加工できないでいたのだ。60年代の半ばに，私たちは1300トンのヤギのカシミヤ

を生産していた。私としては，私たちの省としては，党や政府の与えた課題を全部と

はいわないまでも，実現していた。唯一実現されなかった，私の満足いかなかったこ

とと言えば，ヤギのカシミヤとラクダの毛を加工する方法を見出せないでいたことだ。

 私たちの国は経済相互援助機構の一員だった。君たちは知っていると思うがね。今，

私たちのこの「物知り」たちは，「まったくくだらないものに加盟してモンゴル国は浪

費していた」と批判している。私はそうではない，と考えている。例を1つ言おう。

その経済相互援助機構のメンバーは8ヶ国だった。モンゴルが加入して9ヶ国になっ

た。この後，ベトナムが加わって10ヶ国になったと思う。機構のメンバーである国々
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の産業省大臣は，1年に1度集まって会議をしていた。重工業省，食料産業省の大臣

たちが会議をしていた。私は2回ほど参加したことがある。私たち大臣たちは席に座

って，とても話し合うのだよ。何年も経てば，親しくなる。親しくなければ，自分た

ちの問題をうまく話すことができないのだよ。親しい大臣たち同志が会えば，生活や

状況の面で，種種雑多なことを話すのだよ。それで，私はその大臣たちとモンゴルの

カシミヤを加工できるようにしたいのだ，相談してみたのだ。彼らは，モンゴルから

カシミヤを購入して，さらにイギリスに売っていた。彼らを中継して，モンゴルのカ

シミヤは，主にイギリスやスイス方面に輸出していた。私は彼らから「このカシミヤ

をどうやって加工できるようになるだろうか？」と尋ねた。「君は私たちとこの面で話

をしても何の足しにもならない。私たちはこの面で協力できない。私たちのところに

は，カシミヤを加工する工場が1つもないのだ。私たちはこの面で何の知識もない」

と言う。すると，ブルガリアの大臣が女性だったのだがね。彼女は「あなたが本当に

そんなふうに考えているなら，イタリアやスイスや日本やイギリス，この4こ口見学

に行きなさい。できれば4国とも打診しなさいよ。駄目でも2ヶ国に行って研究して

みなさい」と助言してくれた。

 その当時，そうした国に行くのは，時代的に難しかった。今では，モンゴルの大臣

たちは，休暇を取ったりして好きな場所に行ってしまうがね。いい身分になったもの

だよ。日本にも行ってみたよ。7日間そこでバーづけになった。日本人は「しっかり

働いた」と言ってはバーに入るのだね。今は往来しやすくなっただろう？当時は，行

くのが本当に困難だったのだ。今この人たちは，ソ連が事を決めていたのでたいへん

だったと説明している。ソ連はたしかに権限をもっていた。おおよそ，資本主義の外

国に自主的に行くことはできなかった。けれども，問題の核心はここにはないのだよ。

外国に行くときには外貨がとてもかかるのだ。私たちには，外貨が少なかった。今で

は外国から来ている援助のどのくらいが外国への派遣費用になっているのかを私は知

らんがね。私は最近，高官たちと会って，「君たちは，この外国に行くという問題をも

うちょっとまともにしたまえ」と言った。今日，大臣が1人行っては話をする。その

次の日には，また別の大臣が行って，また同じようなことを話している。そんなので

は駄目だよ。これをもうちょっとまともにやる必要があるよ。当時，私たちは閉ざさ

れていたから行かなかったわけじゃない。行くなら，人と明確なことを話す必要があ

るよ。工場を買うなら買う，と言って契約を結ばなくければならない。ポケットに何

も持たないで工場を買うと言ってどうするのだ？そうだろう？本当に肝腎な問題はこ

こにあるのだ。だから，私はどうやって行って研究するかという面で策を練っていて

ね。

 私は長年，人民大会議のメンバー，党中央委員会のメンバーだった人間だ。党中央

委員会の委員として6回，人民大会議の派遣員として8回選ばれた。当時，外国で会
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議がたくさんおこなわれていた。そこに代表者が行かなくてはならない。それに，国

際議員連盟の会議もおこなわれる。この会議に，現在でも私たちのところがら代表者

が参加している。それで，私は中央委員会に行って，責任者と会った。．「私は党委員会

の委員でしょう？それなら，私はどうしてこの共産党大会に行ってはならないのです

か？私をどこか資本主義国で開催される共産党大会に派遣してください」と言った。

すると，「君はどこの大会に行くつもりかね？」と言う。「イタリアに行きたいです」

と言った。そのとき，つまり1972年にイタリア共産党の第13回党大会がおこなわれよ

うとしていたのだ。カシミヤの問題を私は1970年からとても力を入れて研究しはじめ

た。それで，中央委員会の書記長D．モロムジャムツ氏に「私をイタリア共産党の党大

会に代表者として送り込んでください」と頼んだ。「君は党の仕事をする人間ではない

だろう」と言う。「どんな党の仕事もする人ではないだろう」とね。私は「党中央委員

会のメンバーとして長年選ばれているのですよ」と食い下がってね。

 すると，Yu．ツェデンバル書記長が，その党大会へ派遣する代表団の1員としてで

はなく，代表団の長に抜擢してくれた。人をたくさん連れては行かないよ。1人を連

れてイタリアの共産党大会に行った。そこで，大きな専売公社モノポリアが1つある

のだよ。その管轄下に大きな企業が1つある。「それを見てください」と，私の友人の

大臣は助言していた。その当時，イタリアの共産党委員長はルイジ・ロンゴという人

だった。高齢でね。書記長はベルリングエルという人だった。私は党大会に出席して，

祝辞を述べて，Yu．ツェデンバル書記長の挨拶を伝えた。それから，ルイジ・ロンゴと

会った。彼はたいへん有名な人物だよ。「私はあなたがたの大会に出席できて，とても

嬉しいです。私の来た1つの主な目的は，工場見学の件です。私にこの件で助力をお

願いします」と頼んだ。「私はこの件をよく知らない。私たちの書記長のベルリングエ

ルと会いたまえ。私はベルリングエルにあなたの希望を伝えておこう」と言う。彼は

高齢でね，それでも政治の主導権を握っそいたが，産業の細かいところは知らなかっ

たのだろうなあ。私はベルリングエル氏と会った。ベルリングエルは当時，若かった。

彼に祝辞を述べた。そして，「素晴らしい大会だった」と言った。その後，私は主要目

的を言った。「私はカシミヤ工場を見学したいのですが。あなたがたのところではカ

シミヤ工場がほかの国よりも発展しています！」と述べた。ベルリングエル氏は若か

ったが，産業面の事柄をよく知っていたのだろうと思う。「ああ，あなたはこの会議の

時期にそういう問題を持ち出さないで下さい1相手は，共産党たちがスパイ行為をし

ていると騒ぎになる！まったくいけません1あなたが大臣だということを私は理解し

ています。それなら，あなたは大会が終わったあとに，ここに残ってください！その

ころに私がお膳立てしてあげましょう！」と言う。そうして大会にずっと出席してい

た。そこの社会主義諸国と貿易するレスト・イタリ．という企業の社長が共産党員だっ

た。その人を呼んでこさせて，「モンゴルから来た代表団長で，軽・食料工業省の大臣
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であるP．ダムディンという人だ。この人は，議会が終了した後，工場を見学する。君，

お膳立てを頼むよ1」とベルリングエル氏は言った。気の毒に，その企業は私たちに

金がないのを知っていたのだろうなあ。イタリアにいるあいだの私の滞在費用を企業

に出させると言う。それで私は会議に5日間出席して，2日間は工場を見学した。と

ても大きなコンビナートだった。それを見て，私はカシミヤの加工方法がどのような

ものであるかを理解した。剛毛を取り分けるのが急所となる。その他の点は，基本的

に繊維工場と同じであると見て取った。カシミヤの剛毛を選り分けることこそが肝要

な点であることは明らかだった。それ以外は繊維工場と似たりよったりだった。この

工場はとても印象に残った。

 それからモンゴルに帰国して，私は金の算段で駆けずり回った。そんなふうに駈け

ずり回って，国連機関の援助で，1974年にカシミヤとラクダの毛の小さな試験工場を

建てた。1台ずつの機械を置いてあるだけで，あとは何もない工場だった。私たちの

同僚たちも，私をとても応援してくれた。最：初は試験用実験室という名前だった。工

場を建設すると言えば，国連機関は援助しないのだ。だから，試験用実験室という名

前をつけたのだ。年間に50トンのカシミヤを加工していた。カシミヤでこんなにいい

ものが作れるのだということが判明した。それで，1977年に私はもう1度，上層部に

かけあった。私は人民大会議の議員だった。議員は国際議員連盟の大会に行っていい

のだよ。国際議員連盟の大会がオーストラリアでおこなわれようとしていた。「私は

そこへ行ってみたいと思います。私は大会議の議員です。なぜ私が国際大会に行って

はいけないのですか？」と質問した。それで，オーストラリアに日本経由で行った。

私は必要性を主張し続けて，議会に行く許可を取った。私はそのときに妻を連れて行

った。妻に日本を見せようと思ったのだ。それは1977年だった。妻を連れていくどこ

ろか，大臣が日本に行くのさえ，たいへんな時代だよ。私はそのときに，Yu．ツェデン

バル書記長のところに行った。「ツェデンバル書記長。私はオーストラリアの国際会

議に行きます。日本経由で行きます。日本にも目的があって行きます。私は日本のカ

シミヤ工場を見学するのです。日本のカシミヤ工場は，私たちにとても重要な意義を

もつ工場です。私たちはカシミヤを加工することができないのですから。私は日本に

妻を連れて行きたいのですが」と言った。Yu．ツェデンバル書記長は応問的で，とても

良い人だった。「もちろんだ。奥さんもぜひ連れて行きなさい」と言う。それで私は

「私は国から一切の旅費を出させません。私は妻を私費で連れていきます。私の旅費

は国から出させます！」と言った。それで出発した。

 そもそも日本に妻を同伴していった最初の大臣は私だよ。東京入りして，大使館に

妻を残して，その先のオーストラリアに行って，7直した。そこでは1つの大きな肉

コンビナートを見学した。オーストラリアは1億6千万頭のヒツジのいる国だよ。そ

れに対してモンゴルは1千400万頭だよ。肉コンビナートがどんなふうかを見学した。
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日本に駐在している大使に「私は帰国の際に，日本のカシミヤ工場を見学する。日本

で，私はほかに何も見ない！」と言ってあった。それで，帰り道に大阪でカシミヤの

3つ，4つの工場を見学した。こうやって，カシミヤを日本とイタリアで如何に加工し

ているかを見終えた。

 それで，私の3番目の目的は，イギリスに行って見学することだった。イギリスに

行く方法をずっと探していた。当時，イギリスと文化交流協定が結ばれて，医者や教

師たちがイギリスに行っていた。それで，私はモンゴルの外務省に「私をその文化協

定の枠でイギリスに行かせて欲しい」と言った。「あなたはどういうつもりですか？文

化協定の枠で工場の人を派遣するような規定はありませんよ1」と言う。「いや，まあ

いいじゃないか。私の件を提案してみてくれたまえ。私たちの軽・食料工業省の大臣

が行きたいと言っていると依頼してくれ。けれども私は劇場とか，あれやこれや見な

い。私は工場を見学する」と言った。こうやって希望を出して，駆けずり回っている

うちに，彼らのところが旅費を出してくれた。それで，外務省の文化局の職員1人を

連れてイギリスに行った。イギリスには，120年前に建造された，いまでは130年にな

ってしまっているだろうドーソンというカシミヤの大企業があるのだ。その企業の工

場群のすべてを見て回った。こういう具合に，イタリアと日本とイギリスのカシミヤ

工場を見学した。

 ちょうどこのころに，モンゴル政府と日本政府のあいだで条約が締結されて，日本

が戦後補償としてモンゴルに1700万米ドルをくれることになったのだ。その戦後補償

にもらうドルで，工場を建てなければならないなと考えていた。どの省も，自分たち

のものを買うための計画を練っていたのだ。その当時，入札を公表なんかしないし，

知りもしなかった。私たちはそんな言葉さえ耳にしたことはなかった。それで，今の

言葉で言えば，入札のようなことが起こっている。私は試験工場を作っていたし，自

分自身いくつかの場所に見学にも行っているものだから，日本からもらう資本を利用

するために，考えを練って，例の試験工場でできたものを2つのスーツケースー杯に

入れて，2人の若者を，1人は副大臣，もう1人は今のコンビナートの工場長となっ

たヨンドンジャムツたちを引き連れて，長官の1人1人のところに行って宣伝した。

ヨンドンジャムッは，当時，省で働いていたんだ。政治局の議員のところに，2つの

スーツケースに入ったものをもって，若者2人と一緒に入って，頼みにいった。日本

が払うことになった戦後補償の1700万米ドルで工場を建てようという考えを言った。

K：そのお金でまさにそういう工場を建てようとは決まっていなかったのですか？

D：決まっていなかった。その金を何に利用するかを決めるために，10いくつかの計

画案が出ていた。建設省はセメント工場，ガラス工場を建てようといった計画案，私

たちの省では，、カシミヤ工場を建てるといった計画案，木材産業省は，木材加工コン

ビナートを建設するという計画案，公共事業省はどんな計画案を作ったか私は覚えて
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いないがね。農牧二二はとても変わった計画案を作っていた。全牧民の1戸につき，

2，3種類の絹，郡と協同組合の長たちに，UAZ－469の車のタイヤを支給する計画を作っ

ていた。その当時，UAZ－469の車のタイヤが非常に稀少だったからね。ソ連のタイヤ

製造工場の経営が悪くなったのだと思う。それで，2，3年の予備タイヤをもっておく

計画案が作られたのだ。そんな変な計画案まで作って，それでほとんどそのUAZ－469

の車のタイヤを購入する計画が決まりかけそうになっていた。世帯ごとに2，3枚の絹

を支給するっていうのは，本当に大きなことだよ。当時，20万以上の世帯が牧畜をし

ていたように思う。この10幾つの計画案のなかで，必要のないものなんて1つもない。

すべて必要だ。私はすべての長官のところに宣伝に行っていた。中には「もっとも

だ」と言って応援してくれる。けれども中には「いずれにせよ，モンゴルではもうカ

シミヤ原毛を輸出して外貨を稼いでいるよ。カシミヤ製品を本当に買うのか，買わな

いのか。カシミヤ原毛なら買うのは保証つきだ！」と言って乗り気ではない。

 それで，私は最後にYu．ツェデンバル書記長のところに行って宣伝した。製品を見

せた。書記長はとても賛同している。それで書記長は，「私たちは政治局で話し合って

決定する。君は準備をしておきなさい」と言う。それから1日だって，私を政治局の

会議に呼びつけた。中に入ってまもなく，書記長は「さあ，この課題で10近くの計画

案が出ている。これを早急に決めて，日本側に返事しなくてはならない。これはP．

ダムディンが私に宣伝したものだ。ラクダの毛とヤギのカシミヤ工場を建てる計画案

が作ってある。この計画は将来性がある。モンゴルにヤギとラクダがいるかぎり，毛

とカシミヤは毎年できるだろう？そういうことだ。さあ，この工場の件を即決しよ

う！もっともだろう？」と言った。書記長がそう言っているのだから，他の者たちは

沈黙していた。それで，決定だった。私も「私たちの計画は落ちるかな，どうなるか

な，私たちに賛同してくれるかなあ」と不安だった。それで，決定してくれたものだ

から，本当に喜んだよ。それで，この工場が建てられたのだよ。

 この工場は3年内で建てた。モンゴルでは，これほどの規模の工場を3年以内で建

てたなんてことはない。だいたい5，6年はかかって建てるのだ。このように，私はこ

の問題を大臣時代に解決した。それから私は，79年に党中央委員会の書記長になった。

その部署で建設労働者をうまく組織した。彼らには高い要求を出した。彼らには良い

労働機会を与えた。そのおかげで，短期間で建てることができた。そういう経緯だ。

今は，日本国とは関係が拡大し，国民や専門家のあいだで良いつながりができた。当

時，70年代には日本国と貿易をすることはおろか，日本人と何気なく会って話しをす

るのもままならなかった時代だよ。私は一昨年，今から3年前に日本大使館に1度行

った。それで，「今はいい時代になった。日本人とモンゴル人が輪になって座って，ビ

ールを飲んだり，酒を飲んだりする素晴らしい時代になった。当時，70年代には，日

本人と商売の話をするのはもちろん，会うのも難しかったのだよ」と昔話をした。だ
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から，私は，日本・モンゴルの友好を広げるうえで，とくに経済や貿易関係を拡大す

るのに，自分は貢献した，といつも思う。このように，「ゴビ」コンビナートを建てた

というわけだ。

 そのコンビナートは建設当初，年間1200トンのカシミヤと200トンのラクダの毛を

加工していた。今は，かなり増加しているがね。今年は，このコンビナートが20周年

になろうとしている。今日も，私と会って対談してドキュメンタリーを撮ると言って

いる。君と会った後，出かける。もう1つ昔話を語ろう。「ゴビ」コンビナートの技術

者たちを日本で養成したのだよ。私たちのところでは，資本主義国のなかではドイツ

に30年代に留学していた。それで，最終的には，彼らを反革命的だと言って，逮捕し

て，刑務所に入れていたということがある。その後，70年から80年代まで，資本主義

国では専門家を養成していなかった。まったく行かせなかった。この問題を解決する

のに，私は何年も大臣をやったし，物事をうまく動かすようになった経験というか，

そういう方法を1つ使ったのだ。この問題を最初に日本大使館と話した。大使は秋山

という良い人だった。

K：ちょうどそのころ，私はウランバートルにいました。

D：ああ，そうかね？それで，秋山氏を招いて「現在，こうやって工場を建てばじめよ

うとしています！工場というのは，技術者なしに，とくに，その工場を建てた後，専

門知識を身につけた技術者なしでやっていくのは難しい1この工場の技術者を，あな

たの国で養成したいのです！これに協力してください！私たちのところには金があり

ません1モンゴルでの工場建設計画のなかに，技術者養成の費用は含まれていないの

です。何かの方法で技術者を養成する費用をもらって助けてください！」と言った。

秋山氏と私はかなり親しくなったのだ。秋山氏は私の話を聞いて「養成するのは何人

ですか？」と言う。私は前もって見積もりを済ませていた。私の計算では24人必要だ

った。「そんなに大勢の人を日本が費用を出して養成するのは無理です！」と言う。

「実現しなくてもかまいません。いずれにせよ，この問題をそちらの方がたと話し合

ってください！」と私は言った。彼は東京によく出張する人だった。それで出張した

折にこの問題を話したのだろうな。戻って来て私と会った。「大臣。この件は，まった

く実現しそうもありません。24人を大学で5年間学ばせるのに，どれほどの費用がか

かると思っているのですか？人数を減らしてください！」と言う。私は考えた。そし

て人数を減らして12人にした。大使はもう1度日本側に話した。それで戻って来て，

再度「人数を減らしてください」と言った。彼は私に本当のことを話している。「あな

たがたが人を養成したい！と思っているのを私は理解しています。しかし，それほど

大勢のモンゴル人を留学させる費用の件は，最終的に日本の大蔵省に話がいきます。

日本の大蔵省は，こんな莫大な費用を出しません」と言った。

 こんなふうに話し合いを続けて，人数は2名になった。すると彼は「2人なら，私
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がなんとかしましょう」と言う。この2名の滞在費と往復運賃の全額を日本側が出す

ことになった。今，日本のモンゴル大使館の付属通商代表をしているかンホヤグ（原

文まま），それからモンゴル外務省で働いているジグジドの2人が，最初の留学生だ。

この2人を留学させた経緯もとてもおもしろいものだった。この2人を，モンゴル国

立大学の2年生のクラス，経済単科大学の2年生から選んだんだ。ほかのところがら

は取らない，と決めた。それで，日本大使館と合同で試験をした。すると，日本で教

育を受けさせようとしているという話が噂されるようになった。私の友達の大臣たち

は，私のところに電話をかけてきて「自分の子ども，自分の弟や妹を行かせてくれ」

と頼む。それで私は「ウランバートルからは1人も取らない」と言っていた。自分の

省や幹部の長に「ウランバートルからは人を取らない，地方の牧民で父母のいる子ど

もを取ってくれ」と命じた。このとき日本に行った2人目子どもは，1人はアルハン

ガイ県の子ども，もう1人はドンドゴビ県の子どもだったのだ。そうでなければ，ウ

ランバートルの1つの建物から1人の子ども，医者から1人の子ども，大臣から1人

の子どもが行って，卒業して戻ってきて，技術者になってはくれなかったと思う。そ

ういう子どもは，父母に従って結局はどこかに行ってしまうのだよ。

 まず試験には32人が受けに来た。そこから4人を残して，日本大使館に連れて行っ

て試験をしたのだ。日本の大学の先生が来たのだという。日本語，いやそれとは違う

ものだったかな，試験をした。その試験にガンホヤグと，ジクジドの2人が合格して

留学することになった。すると，1つ大きな問題が生じた。そのころ，資本主義国に

学生を留学させる問題は，党中央委員会で決定することになっていた。党中央委員会

の許可がまず出て，そのあとで行かせる人を選ぶ手続きに入らなくてはならなかった。

私は，行かせる人間の数でさえ許可を取っていなかったし，どんな許可も取っていな

かった。それで，中央委員会にその選んだ2人の問題を言い出すときに，すべての問

題が浮上してくるだろう？「日本で教育を受けさせることを，どこの誰が許可したの

だね？許可した決定はあるのか？」と言ってやはり問題になった。中央委員会から許

可した決定をくださせなければ，パスポートを出してくれないのだよ。日本の学期の

始まりは4月1日から始まるのだろう？その2人は，語学の準備をして3，4ヶ月たっ

た。3月中に，日本に行かなくてはならなかった。中央委員会でこの2人の子どもの問

題を手続きしなくてはならなかった私たちの副大臣は，「大臣，この問題はどうも実

現しないようだ。中央委員会の許可が出ていないうちに，資本主義国に留学させる問

題を話したとして，問題が浮上している。自分で，Yu．ツェデンバル書記長のところへ

行かなければ，これは実現しそうにない1」と言う。私もこういう問題になるとわか

っていたよ。それで，Yu．ツェデンバル書記長のところに行った。

 Yu．ツェデンバル書記長はとても人柄の良い人だよ。「書記長1私はあることをお尋

ねしょうと来ました。現在，私たちはカシミヤの工場を建て始めています。あなたの
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賛同で，この問題を政治局が決定してくれました。この工場は3年後に稼動します。

技術者を養成するには最低5年かかります。私たちはそのときに，工場が稼動し始め

るときに，まともに働くことのできる技術者がいない状態です。今，急いで人を派遣

して学ばせなければ，また数年かかります。私たちは今2年出遅れている段階のうち

に行かせたいと思います。私たちは日本大使館と協同して，30数人から2人を選んで

います。こうやって，この2人の子どもの問題を中央委員会に申し入れたところ，決

定に二の足を踏んでいます1」と言った。これを聞いて，Yu．ツェデンバル書記長は

「党中央委員会の許可が出ないうちに，君はどうして資本主義国に人を学ばせる問題

を勝手に話したのだね？こういう規定になっているのを君は知っているだろう？」と

言う。「そういう規定になっているのは知っています！」と言った。「それなら，どう

して問題を規定通りに決めなかったのだね？」と言う。「書記長1もしこの問題をその

規定通りに申し入れていたら，私にいつまでも，誰も決定してはくれなかったと思い

ますよ。私は，日本側と話して，彼らの留学費用を彼らに出してもらうようにしまし

た。モンゴルからは費用を一切出しません。行かせる人間をすっかり選んで決めてし

まいました。もう，行かせるほか仕方がありません。あなたが許可を出してください。

お願いですから1」と言った。「それから，私の処分をしてください1」と言った。私

は書記長の部屋に入るときに，決議案の下書きを作って入ったのだ。その決議案の下

書きの最初の条に，軽・食料工業省の大臣P．ダムディンは，資本主義国に人を留学さ

せる問題を党中央委員会の許可なしに，勝手に話し，規定にのっとらない行為をとっ

たゆえに，党より叱責処分にするように」と書いて，次の条に，選ばれた2人の子ど

もを日本に留学させることを許可するように」と書いておいた。そういう準備された

案をもって入らなければ，邪魔されるのだよ。それで，その決議案を書記長に渡して，

「この決議案にサインしてください」と言った。書記長はそれを読んで，「君を処分す

るのはよそう！だが，今後気をつけたまえ」と言って，その第1条は消して，第2条

を残してサインをした。こうして初めて，日本に留学させる問題が解決した。

 近年，私たちの「物知り」たちは，「私たちが登場してから，資本主義国で留学でき

るようになったUと言うようになった。私は1978年に，こうやって日本留学させて

いたのだ。今，日本でたくさんの人が勉強するようになっただろう。物事の最：初とい

うのは，難しいものだよ。それで，行こうとしている2人の若者を私は省で応対して，

「さあ，君たち2人は，名誉を考えてよく勉強しなさい！もし君たち2人がよく勉強

して，きちんとしていれば，これから先の子どもたちも留学していくことになるのだ

からね」と注文した。その2人は，とてもよく勉強してきたのだ。

 日本との付き合いの，もう1つおもしろい例を言おう。私は工場の建設現場に1週

間に1度通っていた。それで，そこで働いている人たちとすっかり親しくなった。彼

らには事務所がない。その付近にあった建物をつぶして，移動宿舎のようなものを作
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って，そこにその工場の建設管理長が座っていた。現在，コンビナート長になったヨ

ンドンジャムツはその当時管理長だったのだ。一般に日本人は働き者だ。仕事の進め

方がとても素晴らしかった。何をしているかをすべて図にしている。私のことも，よ

く知るようになった。それで，その図で仕事の説明をする。あるとき，彼らのところ

へ行ったら，1つ大きなスローガンみたいなものが貼ってある。モンゴル・日本の職

員たちの遵守すべき5条だという。

 道具に愛着をもって臨み，失ったり，傷をつけたりしないようにすること。

 作業服を着ること。

 仕事に遅れないこと。

 担当した仕事を質的に上げること。

など，ちょうどモンゴル人労働者の5つの欠点が書いてあった。仕事に遅れる，仕事

の最：中に寝る，道具を大切にしないで壊す，のはモンゴルの労働者たちに見られる普

通の現象だ。私は彼らの長に「本当にもっともなことが書いてある。ここに書いた事

柄は，本当にモンゴルの労働者の欠点だ」と言った。すると相手は不安そうな様子で

「大臣！これをもう1度読んでみてください！第1に，このことはモンゴル語と日本

語で書かれてあります。第2に，ここには，モンゴルと日本の労働者に向けて書いて

あるでしょう？単にモンゴルの労働者たちに向けて書いているわけではありませ

ん！」と言っている。本当に，そのスローガンのもう一方には日本語で書いて貼って

あった。「それは判っている。だが，仕事に遅れる日本人なんていない。道具を無造作

に放り投げる日本人はいない。汚い服を着て仕事にくるような日本人はいない。仕事

中に寝ている日本人はいない。だから，これは私たちの欠陥なのだよ」と言った。そ

れで大笑いになる。そのように，私たちは一緒に仕事をすることができたのだ。

 もう1つ昔話を話そう。コンビナートを建てているとき，多いときには70人ほどの

日本人が来ていた。彼らがモンゴルにいるあいだのサービスの問題が出てきた。私た

ちのところには外国人専門家サービス局という名前の特別の建物があった。その場所

では，ドイツやチェコやロシアなどの国から来ている専門家たちに住居と食料品，寝

具などを支給していた。それで，私は自分の副大臣に，「日本から専門家が来る機会を

利用して，わが省の労働者たちにきちんとした住居を持たせることにしよう。君は日

本から来ている専門家たちに住居と食料を提供して，サービスを充実させて，決議案

を作って，公共事業省，大蔵省，計画委員会などの重要な書記官から許可をもらって

来い1」と命じた。日本からモンゴルに初めて専門家たちが来ている。彼らに住居や

食事を提供する問題は，たいへんな問題の1つだった。だから，そうした重要機関か

ら許可を取って，政府決定を出させるのがよかったのだ。この決定が出てしまえば，

このすべての問題は許可を出した機関が自分で責任をもたなくてはならない。日本に

はこういうシステムがあるか，ないかは知らないが。許可を取ろうとして行くと，ど
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の省も許可を出そうとしない。

 公共事業三大臣の0．ニャマーという人がいたのだがね。その人が「いずれにしても，

この問題を閣議に申し入れなさい！」と言う。そうしておくと，会議で話し合う規定

になっているのだ。まもなく私や関係省庁の大臣が呼ばれた。その会議の席上で私は，

「今，日本から工場建設で働く専門家たちが来ようとしている。彼らの住居とサービ

ス問題をどうやって解決するか」という問題を提起した。そのときの内閣首班はJ。バ

トムンフ氏だった。「君の申し出てきた問題を許可する機関は1つもないそ1」と彼は

言う。それで私はもう1度立ち上がった。「なぜ許可しないのですか？私たちのとこ

ろには，外国の専門家にサービスを提供できる省と，幾人もの長や大臣たちがいます

よ。これらの人たちが，やってくる専門家たちの問題に責任をもたなければ，誰が責

任をもつのですか？それに，日本の専門家たちはもう来つつあります。この人たちは

毎日，風呂に入るし，食事とか細々としたものが要ります。サービスが必要です。ベ

ッドのシーツだって，毎日換えなければなりません」と言った。すると「君はできる

範囲で，自分で責任をもつべきだろう1」と言う。「それなら，私に建物を1つくださ

る必要があります1建物がなくて，80人もの人をどこに住まわせるのですか？」と言

った。「そうしなさい！君はやって来る人びとの問題を自分だけでなんとかしなさ

い1」とまた言っている。「それでは，私は決定を出してもらいます。私は，ただ責任

だけいただいてこのまま出ていくつもりはありません。きっちりと決定していただか

なければ，この問題は最終的に責任者がいなくなります」と言って出て行った。

 本当は，70人～80人というのは常駐する人間の数ではないのだよ。1回に，場合に

よっては，5人来ることがあっていい。場合によっては，例えば，ビデオ撮影をする

ときに，10人来て仕事をして帰る。私は来る人間の総数を最大限に言ったのだ。その

とき，私たちの省のちょうど隣に，48世帯の入る住宅が建てられていた。私はそれを

見ながら通勤していた。それは市の行政管轄にあった住宅だ。それで，その会議から

出て，省に戻ってきて，2条の決議案を作った。第1条に，市の48世帯住宅を軽・食

料産業省に譲渡する。そして第2条に，「ゴビ」コンビナートの建設業を遂行している

日本の専門家たちに提供するサービス問題を軽・食料工業省に委任する，と書いて，

政府に提出した。そうしてその住宅は私たちの管轄下に移ってきた。

 それは4つの出入り口のあるアパートだった。それを軽・食料産業省で費用を出し

て，きれいに修理した。私たちの省は資金が潤沢だった。各部屋に新しい家具，冷蔵

庫などを充分に置いた。2つの出入り口の家には，私たちの省の労働者を入居させた。

2つの出入り口の家には日本人がいた。彼らはコンビナートの建設を終えて帰国した。

彼らが帰ったあと，そこに私たちの省の労働者たちが入った。省から遠くない，およ

そ2，3百メートル離れたところに，良い住宅ができた。省の労働者たちの住宅は遠い

ので，夜，残業しなければならないときに，とてもたいへんだったのだ。こんな具合
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に，私たちは日本から来ていた専門家たちの力で，単に工場を建てただけでなく，省

の労働者たちの生活にも少々だが力になることができたのだ。

D：さあ，こういうことだが，まだ質問はあるかい？

K：明日，私たちと一緒に行って，あなたの大臣時代に，どことどこの工場を建てたか

を教えていただけます？

D：外を歩くのはとてもつらい。rルバグワスレン，君が行って教えてやればいいだ

ろう？

L：いいですよ。けれど，どの工場を見せるのですか？

D：じゃあ，次の工場を見学してくれ。皮革工場，靴工場，なめし革製品，クロムなめ

しヒツジ革工場，クロムなめしヤギ革：工場，皮革科学センター， 皮革：修繕工場，繊

維工場，紡績工場，洗毛工場，非紡績布工場，絨毯工場，軽工業を代表するこうした

ものを見せればすむ。

 ただし，食料品工場を代表して次の工場を見学してくれ。「ウグージ」企業，パン・

砂糖工場，肉コンビナート，小麦工場，飴・菓子工場。重工業から，第1発電所，そ

れと第2，第3，第4発電所を見ればいい。

 私の大臣だったころに働いていた人たちは，もうその大部分がいないのだ。新しい

若者たちばっかりになっている。彼らはこういう新しい問題を知らないよ。今の若者

たちはどこにどんな工場があるかをまったく知らない。けれど，どんなバーがどこに

あるかはよく知っているのだろうがね。私はそのうち産業通商省の新しい大臣たちと

工場を回ることになったのだがね。私は彼にどんな工場が，何年にどのように建設さ

れたか，それが今どんな状態になっているかを見せようと思うのだ。今は本当にひど

くなった。

 昔，私たちの時代にどんなに素晴らしく動いていた工場があったか。今つくづく残

念だよ。主のいない物は，色艶がなくなって土気色になってしまうものだろう？今の

工場群はちょうどそんなふうになった。つぶれてバラバラになったというのも話にな

らないほどだ。昔の私たちの時代に，モンゴルにやってきた賓客たちに，いくつかの

工場を見せていた。どんな賓客でも，王侯貴族や，政府関係者や，国家元首たち，そ

のすべての人たちにそれらのいくつかの工場を見せていた。今や労働者たちは路頭に

迷って，その工場はつぶれて，つぶれていない一角は貸し店舗になっている。借り手

もだいたいは中国人だよ。

 さあ，これで君の聞いたことに答えたことになるかね？

K：はい。たいへん興味深い歴史をお話してくださって，ありがとうございました。

173




